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古くから大陸文化を受け入れる窓口として栄えてきた福岡市には、数多くの

文化財が存在しています。福岡市教育委員会では、開発に伴いやむを得ず失わ

れていく埋蔵文化財について、事前に発掘調査を実施し、記録による保存に努

めているところです。

本書で報告いたします博多遺跡群は中世の国際貿易都市として知られていま

すO今回の調査でもそれを裏付けるような多量の貿易陶磁をはじめ、数多くの

文化財が発見されました。

本書が市民の皆様の埋蔵文化財に対するご理解を深める一助となりますとと

もに、学術研究の分野で役立つことができれば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査にご協力いただきました株式会社福島工務店

をはじめ関係各位の皆様には、心より感謝申し上げます。

平成12年3月31日

福岡市教育委員会

教育長西　　　憲一郎



1・本書は、福岡市博多区店屋町152ほか3筆の共同住宅建設に伴い、福岡市教育委員会が1998（平

成10）年8月24日から11月3日にかけて発掘調査を実施した博多（はかた）遺跡群第110次調査の

報告書である。

2・遺構の呼称は記号化し、溝→SD、井戸→SE、土坑→SK、その他→SX、ピット→SPとし

た。遺構番号はピット以外を1面は101から、2面は201から、3両は301から、4面は401から付け・

種類に関係なく連番とした。ピットは別に番号を付け、1両は1001から、2両は2001から・3両は

3001から、4面は4001から付けた。

2．本書に使用した遺構実測図は春田城二、藤野雅基、伊藤健太、坂口剛毅、田上勇一郎が作成した。

遺物実測図は武下里織、西山めぐみ、坂本真一、津曲大輔が作成した。また、製図には、藤野・武

下、西山、津曲、丸井節子、田上があたった。

3．本書に使用した写真は田上が撮影した。

4．本書に使用した標高は海抜高である。

5．本書に使用した方位は磁北である。本地城では真北に対し6。20′西偏する。

6・出土した陶磁器の分類は「博多出土貿易陶磁分類表」（福岡市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告

Ⅳ－博多－福岡市埋蔵文化財調査報告書第105集別冊　福岡市教育委員会1984）による。

7・本書の編集・執筆は田上が行った。

8．本調査にかかわるすべての遺物．記録類は、福岡市埋蔵文化財センターにおいて、収蔵・公開さ

れる予定である。
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Ⅰ　　は　じ　め　に

1・調査にいたる経緯

1998（平成10）年4月10日付で、株式会社福島工務店代表取締役福島貢氏から福岡市博多区店屋町

152ほか3筆における集合住宅建設に伴う埋蔵文化財の事前審査願が福岡市教育委員会埋蔵文化財課

に提出された。埋蔵文化財課では、申請地が博多遺跡群の範囲内であり、これまで西側、南側の隣接

地で埋蔵文化財の本調査を実施していることから、試掘調査が必要と判断した。試掘調査は5月21日

に実施し・対象地西側に東西方向に設けたトレンチから、井戸、土坑が検出され、土師器、白磁碗な

どが出土した。そこで・試掘調査の結果をふまえ、申請者と集合住宅建設によって破壊される遺跡の

取り扱いについて協議を重ね・建築工事によって破壊される部分を対象に本調査を実施することで合

意に達した。本調査は株式会社福島工務店の受託調査として8月24日より11月3日まで実施した。ま

た、整理作業と報告書の刊行は1999（平成11）年度に行った。

2・調査の組織

発掘の調査・整理にあたっての組織は以下の通りである。

調査委託　株式会社福島工務店　代表取締役　福島頁

調査主体　福岡市教育委員会　教育長

調査総括　埋蔵文化財課　　課長

町田英俊（調査年度）

西憲一郎（整理年度）

柳田純孝（調査年度）

山崎純男（整理年度）

調査第2係長　山口譲治（調査年度）

力武卓治（整理年度）

調査庶務　文化財整備課　　　　　　　　河野淳美

調査担当　埋蔵文化財課事前審査係　　　杉山富雄　屋山洋（試掘調査）

調査第2係　　　　田上勇一郎（本調査）

調査補助　春田城二　藤野雅基

調査作業　安藤峰正　伊藤健太　岩崎良隆　上野龍夫　江嶋光子　岡部静江　小川秀雄　小野千住

黒瀬千鶴　古賀義博　坂口剛毅　坂本真一　真田弘二　篠崎伝三郎　芹野謙蔵　大長正弘

高崎秀巳　高野瑛子　武田潤子　谷英二　堤正子　徳永静雄　布江孝子　廣田安平

松井一美　森本勇夫　山下智子　書住政光

整理補助　武下里織、西山めぐみ

整理作業　木村良子　丸井節子　山本良子　尾崎君枝　加集和子　坂本真一　津曲大輔

発掘調査に至るまでの条件整備や調査中の調整などに関して、株式会社福島工務店には多大なご理

解とご協力をいただき、調査が円滑に進行し、無事終了することができた。記して感謝する。

調査番号 9　8　2　7 遺跡略号 H K T －110

調査地地籍 博多区店屋町152他 3 筆 布地図番号 1天神　 4 9

開発・面積 307．73㎡ 調査対象面積 1861㎡ 調査面積 186㎡

調査期間 1998年 （平成10年） 8 月24 日～11月 3 日
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3・調査地点の立地と環境

博多遺跡群は玄界灘に画する博多湾岸の砂丘上に位置する遺跡である。玄界灘を渡ると朝鮮半島・

さらにその向こうには中国大陸があり、日本の中でもっとも大陸に近い地域にある。その立地から・

古くから大陸の影響を受けてきた。特に古代から中酎こかけては国際貿易都市として発展し・出土す

る遺物も国際色豊かなものである。大量の中国からの輸入陶磁器は国内に類を見ない。また・朝鮮・

タイ、ベトナムなどからもたらされた陶磁器類も目を引くところである。

博多遺跡群が立地する砂丘は、現地表の微地形やボーリング調査・文化財発掘調査等により・海岸

線に沿って3列並んでいることがわかってきた。一番海寄りは「息の湊」と呼ばれる。陸地化するの

は比較的遅かったようで、おもに13世紀以降都市化が進んだ。陸地側2列は「博多湊」と仮称してい

る。息の浜と博多浜の砂丘は11世紀後半頃中央部でつながり、両側は海が湾入していた。この西側の

湾入部付近が今回の調査地点にあたる。

博多遺跡群では130ヶ所を越える調査が行われているがこの周辺ではこれまで14次・56次・77次・87

次と調査が行われている。以下に概要を記す。

14次調査地点は110次調査地点の西隣にあたる。波打ち際に堆積したと思われる泥土層を検出した。

12世紀前半の白磁の集積が検出された。貿易船から陸揚げする際に不良品を一括廃棄したものではな

いかと考えられている。

56次調査地点は110次調査地点の南東60mにあたる○東側は標高2・8m・西側は標高2・0mで地山の

黄褐色砂が現れており、西側に傾斜している。古墳時代以降の遺構を検出している。

土坑中の一辺約1m四方の中から白磁片が多量に出土した。11世紀後半の遺構と考えられる。白磁

碗は完形に近いが、どこか一部を欠損していた○また、底面近くには割れた大型の陶器壷が出土して

たものと想定されてい

Fig】1博多遺跡群と調査地点の位置（1／25，000）
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る。土坑に廃棄されていること、土師器類を少量混入することが14次調査地点の白磁の集積と異なる。

14次調査より内陸に位置していることから、いったん陸揚げされた後、選別されて不良品を廃棄した

ものと考えられている。

77次調査地点は110次調査地点の南隣にあたる。標高3．0mで砂丘上面にあたる。奈良時代以降の遺

構が検出されている。越州窯系青磁や緑釉陶器などが出土し、平安時代の一般集落を優越する内容で

ある。また、11世紀後半の遺構密度が高いことが指摘されている。

87次調査地点は110次調査地点の西80mにあたる。基盤の砂丘面はない。13世紀代に堆積、埋め立

てが進み、14世紀以降の遺構が存在する。16世紀代の道路の検出やベトナム青磁碗の出土が特筆され

る。

参考文献

14次調査　池崎譲二．森本朝子1988「博多出土北宋後半期の貿易陶磁」日本貿易陶磁研究会『貿易

陶磁研究』No・8

56次調査　濱石哲也．菅波正人・林田憲三1993『博多34』福岡市埋蔵文化財調査報告書第326集

福岡市教育委員会

77次調査　大庭康時1995『博多45』福岡市埋蔵文化財調査報告書第394集　福岡市教育委員会

87次調査　大庭康時1996『博多49』福岡市埋蔵文化財調査報告書第443集　福岡市教育委員会

Fig・2　調査地点の位置と周辺の調査地点（1／1，000）
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Ⅱ　調査の記録

1．調査の経過と概要

調査区は建物予定部分の矢板で囲まれた部分である。また、矢板設置のため南側と東側は大きく掘

削されている。調査に入る以前に福島工務店の手により1．5m鋤取りが行われ、場外搬出された。残

りの排土は場内処理のため、調査区を南北に分け、南側より開始することにした。

発掘調査は8月24日より開始した。地表下1．5mで第1面の調査を開始したが、基本土層は汚れた

灰褐色土であり、遺構検出に困難を極めた。少し厚めに表面を削り、遺構検出に努めた。第1両では

遺構は少なかったが、遺構検出に手間取ったことや矢板設置時の撹乱除去に時間がかかり調査は遅れ

気味となった。8月31日に全景写真を撮影し、残りの実測を行いつつ、9月2日より手掘りで第2面

目まで掘削を開始した。包含層の遺物は2×2m四方のグリッドで取り上げた。9月10日全景写真撮

影ののち、11日第3面へ掘り下げを開始した。トレンチや撹乱の壁の観察より、土層の変化があまり

見られなかったため一気に60cm下げることにした。遺物は上下2層に分けて取り上げることにした。

第3面では一部で基盤の黄褐色砂が露出し、この部分は第4両と同じ遺構面となった。全景写真を28

日に撮影した後、掘り足しを行い10月2日より5日まで第4両まで掘削した。9日全景写真を撮り、

15日、西壁の南側部分のみは矢板が設置されていなかったのでこの部分で基本土層の実測図を作成し、

南側の調査区の調査を終了した。

19・20日重機により排土の反転及び北側調査区の鋤取りを行った。北側調査区はかつてあった建物

Fig．3　調査区域図（1／500）
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の影響で、第2面まで撹乱されており、撹乱

を除去した面で遺構検出を行った。この面は

南側調査区の第3両にあたる。若干の高低差

があり一部の遺構でつながらないものも出

た。23日に全景写真の撮影を行い、26・27日

第4面に掘り下げた。29日全景写真撮影を行

い、10月30日終了の予定を延長していただき、

11月3日までに埋め戻しを完了させ、調査を

終了した。

以下に調査の報告を行うが、多くの遺構を

検出し、大量の遺物が出土したが、すべてを

紹介するには時間も紙数も不足している。遺

構については一覧表に概要を示した。遺物に

ついてはいくつかの遺構の遺物をピックアッ

プしたにすぎない。また、調査者の知識不足

で重要な遺物を見逃していると思われる。い

ずれ資料紹介などで補っていきたい。
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暗褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
灰褐色土＋黄褐色粘土
黄褐色粘土　炭化物含む
暗灰褐色土　黄褐色粘土含む
暗灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
灰褐色土
暗灰褐色土　焼土、炭化物含む
暗灰褐色土　焼土、炭化物含む
灰褐色土　黄褐色粘土、炭化物含
黄褐色粘土　炭化物含む
灰褐色土　炭化物含む
灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　茶褐色土合む
灰褐色土　焼土、炭化物含む
黄褐色粘土
暗灰褐色土　焼土、炭化物含む
茶褐色土　焼土、炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土
灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
灰褐色土　炭化物含む
灰褐色土　炭化物含む
茶褐色土　鉄分含む
暗褐色土　焼土、炭化物含む
暗褐色土
暗灰褐色土　焼土、炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土
灰褐色土　炭化物含む
暗灰褐色土　炭化物多く含む
暗灰褐色土　炭化物含む
灰褐色土
茶褐色粘土
茶褐色土
暗灰褐色土
灰褐色土
暗灰褐色土　炭化物含む
灰褐色土　炭化物多く含む
暗灰褐色土　焼土、炭化物、粘土
暗茶褐色土　焼土、炭化物含む
灰褐色砂質土　砂粒含む
暗褐色土　焼土、炭化物含む
暗茶褐色土　焼土、炭化物含む
暗茶褐色土　炭化物含む
灰褐色砂質土　焼土、砂粒含む
暗茶褐色土　焼土、炭化物含む
灰褐色砂質土　焼土、炭化物含む
暗茶褐色土　焼土、炭化物含む
灰褐色砂質土　炭化物含む
暗茶褐色土　炭化物含む
灰褐色砂質土
黄褐色砂十灰褐色砂質土
暗褐色砂質土
暗褐色砂質土　砂粒含む
黄褐色砂（基盤）

ブロック含む

1m

Ph■1調査区西壁土層（東から）

上・一・一　5　　　－　　！

Fig．4　調査区西壁土層実測図（1／40）
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2．第1両の調査

原因者に鋤取っていただいた後の面を第1面として調査を開始した。標高は3．7m～3．9mである。

炭化物を多く含む灰褐色土を基本とする。ただ、部分的にかなり様相が異なり、遺構検出は困難であっ

た。北側の調査区は以前あった建物の基礎で破壊されている。また、矢板を打ち込むときに周囲を掘

削しているので、この部分の除去に時間を要した。

土坑13基と建物基礎と思われる石列を調査した。16世紀以降、近世を中心とした遺構群と思われる。

SKlO4、SKl07は近世の陶磁器類と礫が一括廃棄された土坑である。SXlllは石列が90。に曲

がる。建物の基礎と考えられる。SXlllの東西方向の軸とSKl06の長軸方向が一致している。町割

りの方位に関係する可能性がある。

A B C D E F G H

Fig．5　第1面遺構分布図（1／100）
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SK107とSKllOの遺物を示した。

1～18はSK107の出土遺物である。1～7は

土師器の皿である。鹿部はすべて糸切り。小ぶり

のものとやや大きめのものがある。1～4は小ぶ

りで平均口径6・3cm、底径4・9cm、器高1．1cm。5

～7はやや大きめで平均口径8・5cm、底径6．1cm、

器高1．6cm。8～12は肥前の染付碗である。9は

青磁染付。8・10は口縁部を外反させる。口径、

器高は8が10．1cm、5．2cm、9が8．6cm、5．0cm、10

が7．1cm、4．3cm、11が10・4cm、6・Ocm。12の復元

口径は9．6cm。13は肥前染付の盃。口径6．6cm、器

高2．7cm。14は肥前染付の皿である。高台径8・4cm。

15．16は刷毛目唐津の碗である。それぞれ口径

11・3cm、12．8cm、器高5．5cm、5．4cmである。畳付

Tab■1　第1面遺構一覧

Ph・2　第1面南側全景（東から）

遺構番号 種類 位 置 時期 遺 構 の概 要 出土遺物
土 師器計 測値 （口径 ．－底径 －器高　 鹿部　 備 考）

SK l01 楕 円形土
坑

D －7 16 C 長 軸1 ．2 m 、短 軸0．6 m 、深 さ0．2m
覆 土 ：灰 褐色 土　 焼 土粒 ．炭化 物粒含 む

明染仲 、青磁片 、 白磁 片、唐 津皿 、土師器 坏、鉄 滓

SK 102 円形土坑 C －4 ．5 16 C 直径 1 ・0 m 、深 さ0．5m 明染仲 、龍泉窯 系青磁 碗 Ⅴ類 ．皿 ， 白磁碗 Ⅳ類 、 白磁
覆 土 1 ：灰色砂 質土　 かた く しまる 皿 、白磁 片、須 恵器甕 、瓦 質措鉢 、土師器椀 （糸 切 り）
2 ：灰 色砂 質 土　 上部 鉄 分 ？で茶 色 っぽ い　 か た く し
ま る
3 ：灰色砂 質土　 黄褐 色土 ．炭 化物含 む

滑 石製石 鍋、銭 、鉄澤

SK lO3 楕 円形土 C －4 ・5 16 C 長 軸0 ・8 m 、短 軸0．7m 、深 さ0・5m 龍 泉窯系 青磁碗 、 白磁 碗、唐 津 皿、国産 陶器、 瓦質控
坑 覆土 1 ：灰褐色 土　 焼土 含む

2 ：炭化 物層　 黄灰 白色土 ．焼 土合 む
3 ：灰色砂 質土
4 ：灰褐 色土　 焼土 ．炭化 物含 む

鉢 、火合 、土鍋 、土 師器皿 （糸切 り）、銭 、鉄 澤

SK l04 楕 円形土 D ・E ー 近世 長軸1．1m 、短 軸0．8m 、深 さ0 ．2m 白磁椀 、肥前 染付、備 前揺 鉢、 瓦質措鉢 、瓦 、土 師器
坑 3 ・4 覆土 ：灰 褐色 土　 焼 土 ・炭化物 含 む 皿 （糸 切 り）

SK lO5 不 整形土
坑

C－4 長軸1 ．1m 、短 軸0．8m 、深 さ0 ・2 m
覆土 1 ：灰褐 色土　 焼土 ・炭化 物含 む
2 ：灰色 土　 焼土 ・炭化 物含 む

瓦、土 師器皿 ．

SK lO6 長 方形土 C ．D － 16 C 長軸2 ・．5m 、 短軸 1．3m 、深 さ0．6 m 明染仲 、龍泉 窯系青 磁碗 Ⅲ類小 鉢、 岡安 窯系青 磁碗 ．
坑 4 ．5 覆土 1 ：暗灰 褐色 土　 炭 化物 含 む 皿、櫂 州窯系 青磁碗 ．白磁碗 Ⅳ ．Ⅵ ・Ⅸ類、唐 津皿 、

2 ：灰褐 色土　 炭化 物含 む 備 前捨 鉢、瓦質捨 鉢、瓦 、土鍋 、土師器 坏 （糸 切 り） ・
3 ：灰褐 色土　 黄灰 褐色 土 ブロ ック ・炭イヒ物含 む 皿 （糸 切 り）、土錘 、滑石 梨石錘 、砥石 、鉄澤 、獣骨
粘性 あ り 皿　 7・0 －4 ・8－1 ．5　糸切 り板状 圧痕 な し

皿　 7．2 －4 ．7－1 ・3　 糸切 り板状 圧痕 あ り
皿　 7・4 －5．4－1 ・8　 糸切 り板状 圧痕 あ り

S K 107 円形土坑 E－3 近世 直径 1．1m 、 深 さ0．2m 肥前青 磁染付 碗 ．端 反染付 碗 、唐津碗 、国産 陶器 甕 ．
北側撹 乱 に切 られる 小碗 ．皿、瓦 質捏鉢 、瓦 、土 師器 皿 （糸切 り）、炉壁、
覆土 ：灰褐色 砂 質土　 焼土 ・炭化物 含 む 硯 、碁 石、 銭、鉄 澤、鞴 の羽 口

S K l08 楕 円形 土 D ．E －2 近世 長軸0．9m 、 短軸0．7 m 、深 さ0．2 m 肥前 白磁、 瓦質措 鉢、瓦 、土 師器皿 （糸切 り）炉
坑 SK 114 を切 る 壁、鉄 澤 、鞴の羽 口

覆土 ：灰褐色 砂 質土 、焼土 ・炭化物 含 む 皿　 6．6 －4．8－1 ．3　糸 切 り板 状圧痕 な し　 灯 明皿
皿　 9・2 －7．0－1．3　糸 切 り板 状圧痕 な し

S K l09 楕 円形 ？
土坑

C－3 短軸 0．4m 、深 さ0．4 m
北側 試掘 トレンチ に切 られ る
覆土 ：赤褐 色砂 質土　 焼土 ．炭化 物含 む

龍泉 窯系青 磁碗 1 － 6 、中国 陶器、土 師器皿 （糸 切 り）

S K l 10 楕 円形 土 B－2 近 世 長軸 1・0m 、短軸 0．7 m 、深 さ0・3 m 龍泉 窯系青 磁碗．、白磁碗、粉青 沙器、肥前 染付 ．白磁 、
坑 覆土 ：黄灰 色土　 炭化 物含 む 国産 陶器描 鉢、火 合 、瓦、鬼 瓦、土 師器皿 （糸切 り）

S X l 11 建 物 基 B ．　C －3 東西 4 ．0m 以 上、 南北 2．0m 以上 、幅0．3 ～0 ．4 m の礫敷 き 白磁碗 、中国陶器 、瓦 質捏鉢 、瓦、土 師器坏 （糸切 り）・
礎 ？ ～5 南側 撹乱 に切 られ る 皿 （糸切 り）、鉄 澤

皿　 5・4 ー4 ．4 ー1 ．4　 糸切 り板 状圧痕 あ り
皿　 6・8－4 ．0 －1 ．9　 糸切 り板 状圧痕 な し　 灯 明皿

S K 1 12 楕円形 土 D ．E －6 16 C 長軸 1 ・7 m 、短軸 0．9 m 、深 さ0．6 m 龍泉 窯系 青磁碗 Ⅰ ．Ⅲ類 ．皿、 岡安 窯系青 磁碗 、
坑 覆土 1 ：暗灰褐 色砂 質土　 炭化物 含 む 青 白磁合 子蓋 、白磁碗 Ⅳ ・Ⅴ類 ・皿 ・言ハゲ碗 、中 国

2 ：黄灰褐 色砂 質土　 炭化物 含 む 陶 器 A 群 盤、 中国陶 器各種 、唐津 陶器、備 前措 鉢、土
3 ：灰 褐色 砂質 土　 黄灰 褐色 土 ・炭化物 ．焼 土含 む
4 ：灰 褐色 砂質 土　 炭 化物含 む

師器坏 （糸切 り） ・皿 （糸 切 り）、銭

S K l 13 円形 ？土 C－2 近 世 径 1．7m 以 上、深 さ0・8m 以 上 岡安窯系 青磁碗 、 白磁 碗 ．皿、肥 前染付 、国産 陶器、
坑 北側 試掘 トレンチ に切 られる 備 前措鉢 、 国産陶器 措鉢、 瓦質捨 鉢

SK 114 円形 ？土 D －2 ・3 近 世 径 2・4m 以 上、深 さ1・1m 以 上 中国陶 器、肥前 染付 ・白磁 、火合 、瓦 質控鉢 、土師器・
坑 南側 試掘 トレンチ、 北側S K l0 8 に切 られ る

覆 土 ：灰褐 色土　 焼 土粒 ・炭化 物粒含 む
坏 （糸切 り） ・皿 （糸切 り）、土錘 、砥石 、銭 、鉄澤
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の釉を掻き取る。15は見込みの釉も輪状に掻き取る。17は唐津陶器の大皿である。18は陶器の香炉で

ある。言縁を内側に折り返す。茶色の胎土に灰オリーブ色の不透明釉がかかる。口径10・5cm、器高7・0。m。

18世紀以降の遺物である。

19～26はSKllOの出土遺物である。19～25は土師器の皿である。鹿部はすべて糸切り。19は小ぶ

りの皿である。20～25は大きめで、平均口径9・3cm、底径6．4cm、器高1．7cmである。26は陶器の碗で

ある。口縁部を波状に成形する。口径14・Ocm、器高6・1cm。
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Fig■6　第1面遺構実測図（1／60）
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Ph．3　SKlO2（東から）

Ph．5　SK106（北から）

Ph．7　SK110（東から）
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Ph．4　SK104（南から）

Ph．6　SK107（南から）

Ph．8　SXl11（東から）
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3・第2両の調査

第1面の下には灰褐色土と炭化物の細かい互層がみられる部分がある。この層を除去したところで

第2両を設定した。灰褐色砂質土を基本とし、標高は3・5mである。北側の調査区はすべて撹乱され

ている。

溝・1条と土坑10基を調査した。16世紀頃の遺構を検出している。一部近世の遺構があり、第1両で

検出しきれなかったものと思われる。

S K201とSP2003の遺物を図示した。どちらも1面から2面に掘り下げていく途中で遺物にあた

り、2両に下げて遺構を見つけだしたものである。

27．28はSK201の出土遺物である。27は明代の染付菊皿である。鹿部は碁笥底。口径8・8cm、底径

＼

A B C D E F G H

Fig．8　第2両遺構分布図（1／100）
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4・4cm、器高1・9cm。28は青銅製の洗である。口縁

を外反させ、端部を丸くおさめる。鹿部は若干上

げ底になる。口縁部に2ヶ所穿孔がある。ひもを

通して下げていたものか。内外面に擦痕が無数に

残る。口径40・4cm、底径25．5cm、器高6．4cm、器

壁の厚さは1mm前後と薄い。

29はS P2003出土の龍泉窯系青磁碗Ⅴ類であ

る。口径15・6cm、高台径5・8cm、器高9・Ocm。

Tab．2　第2面遺構一覧

Ph・10　第2面南側全景（東から）

遺構番号 種 類 位置 時 期 遺構 の概 要 出土遺 物
土 師器 の計 測値 （口径 －底径 －器高　 鹿部　 備 考）

S K 20 1 隅丸 方形 D ．E － 15 ～ 長軸 1 ．1 m 、短軸 0 ．9 m 、深 さ0 ・1 m 明染付 、 岡安窯系 青磁碗 、 中国陶器 、瓦 質捨鉢 、土 師
土 坑 3 ・4 16 C SK 211 を切 る

覆土 ：暗灰 褐色 土　 焼 土多 く ．炭 化物含 む
器 坏 、青銅 洗、鉄 澤、鞴 の羽 口

S K 2 02 不 定 形土 E －2 ・3 直径 2 ．0 m 以上 、深 さ0 ．1 m 龍 泉窯 系青磁 碗 Ⅰ－ 6 、岡安 窯系青 磁碗 、 白磁 碗 Ⅳ、
坑 北側 撹乱 に切 られ る 粉 青 沙器碗 、瓦質措 鉢、軒丸 瓦、土 師器 皿　 糸切 り 、

覆土 1 ：灰黒色 土　 炭化物 多 く含 む
2 ：灰褐色 土　 炭化物 含む
3 ：灰 白色 砂質 土

鉄 滓

S K 2 03 円形 ？土
坑

D ー3 直径 1 ．2 m 、深 さ0 ．2 m
南側 試掘 トレンチ に切 られる
覆土 ：黄 褐色砂 と暗褐 色土 の混合

白磁碗 ．高 台付 皿、土 師器坏

SK 2 04 隅丸 方形
土 坑

C －4 長 軸0 ．7 m 、短 軸0 ．5 m 、深 さ0 ・2 m
覆 土 1 ：灰褐色 土　 炭化物 含 む
2 ：暗灰褐 色土　 炭化 物多 く含 む

白磁碗 Ⅳ類 、 中国陶器 B 群 四耳壷 、土 師器・皿 、鉄 滓

SK 205 楕 円形 ？ B ．C － 16 C 長 軸1 ・7 m 以上 、短 軸1 ．3 m 、深 さ0 ・3 m 明染付 、 龍泉窯 系青磁 碗、 白磁碗 Ⅳ類 ．輪花 皿 、粉青
土 坑 3 ・4 南側 撹乱 に切 られ る 沙器碗 、 瓦質措 鉢、 瓦、土 師器坏　 糸 切 り　 ．皿　 へ

覆 土 1 ：暗灰褐 色土　 炭化 物含 む ラ切 り ．糸切 り）、銭 、獣 骨、鉄 澤、鞴 の羽 言
2 ：暗灰褐 色砂 質土　 砂壮 大　 炭 化物 含む 皿　 6 ・4 ー3 ・6 －1 ．2　 糸切 り板状 圧痕 な し
3 ：暗灰褐 色土　 炭化 物含 む 皿　 6 ．7－5 ．0 ー1 ．4　 糸切 り板状 圧痕 な し　 灯明 皿
4 ：暗褐 色土　 炭化物 含 む 皿　 6 ・8－4 ．5 一1 ・4　 糸切 り板状 圧痕 な し　 灯明 皿
5 ：灰褐 色土 皿　 7 ．0－4 ．7 －1 ．3　 糸切 り板状 圧痕 な し

SK 206 円形 ？土 B －2 近世 直径 1 ．3 m 、深 さ0 ．2m 明染 仲、 龍泉窯 系青磁 碗 、岡安 窯系青 磁碗 、 白磁 碗 ・
坑 南 側撹 乱 に切 られ る 皿 、肥前 染仲 、火合 、瓦質 措鉢 、土師器 坏 （糸切 り） ・

覆 土 1 ：暗灰 褐色土　 炭化 物少 量含 む 皿 （糸切 り）、鉄澤 、鞴 の羽口
2 ：暗灰 褐色土　 灰 白色土 多 く ．炭化 物含 む 皿　 7 ．0－4 ．4 －1 ・5　 糸切 り板状 圧痕 な し
3 勗群 褐色 土 （1 よ り暗 い） 灰 白色土 少 量 ．．炭 化 皿　 7 ．2－4 ．4 －1 ．7　 糸切 り板状 圧痕 あ り

SD 207 南北 溝 ？ B ・C －3 長 さ1 ．5m 以 上、 幅0 ．3 ～0 ・5 m 、深 さ0 ．1 m
北 側撹 乱 に切 られる
覆土 ：暗灰褐 色土　 炭化 物含 む

白磁 碗 、中 国陶器 、土鍋 、瓦 、土 師器

SK 208 長楕 円形
土坑

B ．C －3 長軸0 ．9m 、短軸0 ．2m 、深 さ0 ．3m
覆土 ：暗灰褐 色土　 炭化 物多 く含 む

白磁 碗 、土 師器坏 （糸切 り）

SK 209 楕 円形 土 E －6 ・7 長軸0 ・8m 、短軸0 ・7m 、深 さ0 ．6m 龍 泉窯系 青磁碗 、 岡安窯 系青磁 碗 ．皿、 中国 陶器 A 群
坑 覆土 1 ：灰褐 色土　 炭化 物含 む

2 ：暗茶 褐色砂 質 土
盤 、 中国陶器 各種 、土 師器皿 、瓦 、鉄滓

SK 210 円 形 ？土
坑

B －5 ．6 直径 1．3m 以 上、 深 さ0 ．1m 以 上
南側撹 乱 に切 られる
覆土 ：黄 褐 色砂 質土 と灰 色砂 質 土 の混合　 焼 土 ・炭 化物 含
む

白磁碗 、瓦 質措鉢 、土鍋 、土 師器坏 、鉄 滓

SK 211 長 方形 土 D ー4 ．E ー 13 C 長軸 1．8m 以上 、短軸 1．1m 、深 さ0 ．2m 龍 泉窯 系青磁 碗 Ⅲ類、 青 白磁 皿、 白磁碗 、 中国陶器 各
坑 4 ．5 後半 SK lO 6、S K 20 1 に切 られ る 種 、土 師器 皿　 糸切 り

覆土 ：暗灰褐 色土　 炭 化物多 く含 む 皿　 7 ・0 －4 ．6－1．7　 糸切 り板状 圧痕 な し　 灯明 皿
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Fig．9　第2面遺構実測図（1／60）
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Fig．10　第2面遺構出土遺物実測図（1／3）
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Ph．15　第2面遺構出土遺物（27：約1／2・28：約1／6・29：約1／4）
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4・第3両の調査

標高2．9mで設定した遺構面である。一部基盤の黄褐色砂が現れる。2両から3両に下げる途中で

鉄澤の集中部がみられた。また、包含層として掘り下げた部分にも鉄澤が多量に含まれていた。井戸

4基、土坑30基、遺物集中部2ヶ所を調査した。遺構は12～15世紀代である。SX302、SX303は包

含層掘り下げ途中で検出した鉄澤と礫の集中部である。SK304は包含層掘り下げ途中より鉄澤と礫

の集中がみられ、さらに掘り込み中にも多量の鉄澤と礫が含まれていたO SK305は円形の礫が詰まっ

た土坑中に鉄澤が含まれていた。これらは製鉄関連の遺構と考えられる。特にSX303は鉄澤の大き

な固まりが円形になっており、炉の鹿部であった可能性もある。井戸は、SE301とSE322は上部が

撹乱されていた近世の井戸で、第3両ではじめて確認できた。また、SE307から西に向かって、硬

A B C D E F G H

Fig■11第3両遺構分布図（1／100）
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Ph．16　第3面南側全景（東から）

Tab■3　第3面遺構一覧

Ph．17　第3面北側全景（東から）

遺構番号 種 類 位置 時期 遺構 の概 要 出 土遺 物
土 師器計 測値 （口径 －底 径 －器高　 鹿部　 備考 ）

SE 301 円 形瓦 組
井 戸

E ．F －4 近 世 径 1・3m の掘方 に瓦 を径0 ．7 m の円形 に組 む　 深 さ1．6m （標
高 1・3m ） で涌水 し、 以下不 明

白磁 碗 Ⅳ類 、 中国陶器 C 群捏 鉢 ほか各種 、肥前 染付 ．
白磁皿 、唐 津皿 ほか 国産陶器 、瓦 、土師器 片 、鞴 の羽

SK 316 を切 る 口

SX 3 02 遺 物 集中
部

B ・C －7 15 C 長軸 1 ．5 m 、短 軸1 ．0 m に礫 、鉄澤 が集 中 明染付 、龍 泉窯 系青磁碗 Ⅴ類 ・高 台付皿 ．皿 、 岡安 窯
系 青磁 皿 、 白磁碗 Ⅲ ．Ⅳ ・Ⅵ類 ・水 注 、五彩 、 中国陶
器 各種 、須 恵器 甕、瓦 、瓦 質控鉢 、土鍋 、土 師器坏 （糸
切 り） ．皿 （糸 切 り）、鞴 の羽 口

SX 3 03 遺 物 集 中
部

C －6 15 C 長 軸2 ．2 m 、短 軸0 ．9 m に礫 、鉄 澤が集 中 五彩 、鉄 澤

SK 304 楕 円形土 B ．C － 15 C 長 軸1 ．5m 、短 軸1 ．3m 、深 さ0 ．9m　 礫、鉄 澤が 多量 に出土 龍泉 窯系 青磁碗 Ⅴ－ 3 、 同安窯系 青磁碗 、 白磁碗 Ⅳ ．

Ⅴ ．Ⅵ類 ．皿 、中 国陶器 A 群盤 、中 国陶器各 種 、朝鮮
粉青 沙器碗 、須 恵器 甕 ．土 鍋 ・瓦器椀 、瓦 質措鉢 、土
師器 坏 （糸切 り） ・皿 （糸切 り）、瓦 、砥 石、 鞴の 羽

坑 4 ・5 S K 31 3に切 られ る
覆土 1 ：灰褐 色土　 鉄滓 多量 、炭化物 含 む
2 ：暗黄 褐色砂
3 ：灰褐 色土

4 ：黄褐 色砂　 灰褐 色土合 む
5 ：灰褐 色土　 黄褐 色砂 、炭化 物含 む
6 ：灰褐 色土　 少 し暗 い
7 ：黄褐 色砂　 灰褐 色土 含む
8 ：黄褐 色砂
9 ：暗灰 褐色 土
10 ：暗灰 褐色 土　 黄褐色 砂含 む
11 ：黄 褐色砂
12 ：灰 褐色土 ＋黄褐 色砂
13 ：暗褐色土

口
皿　 6 ．8－5 ．2－1 ．4　 糸切 り板状 圧痕 な し

S K 30 5 楕 円形 土
坑

C ．D －4 長軸 1 ・3 m 以上 、短 軸1 ．1m 、深 さ㎡0 ・9 m　 礫 、鉄 澤が 多量

に出土
西側 試掘 トレンチ に切 られる

白磁碗 Ⅳ類 、 中国陶器 、瓦 器椀、 瓦、土 鍋、 土師 器坏
（糸切 り） ・皿 （糸切 り）、滑石 製石錘

S K 30 6 楕 円形 土 E －6 1 2 C 長軸 1 ．1 m 、短 軸0 ．9 m 、深 さ0 ・2 m 龍 泉窯 系 青磁碗 Ⅰー 6 、 Ⅰ類、 同安窯 系青磁 碗 、 白磁

碗 Ⅳ ．Ⅵ類 、 中国陶 器各種 、土 師器坏 （糸切 り） ．皿
（糸切 り）、銭

坑 後 半 覆土 ：灰褐 色土　 炭化 物 、焼土含 む

S E 30 7 円形 井戸 C －7 ．D ．
E l6 ．7

14 C 径 4 ・2 m 以 上 の円形 の堀 方 に径 0 ．7 m の 円形 の井 筒 を据 え る
井筒 は木質 を残す のみ
東側 撹乱 に切 られ る　 S K 317 、SE 3 18、S K 324 を切 る
覆 土 ：茶 褐色砂 質土

龍泉 窯系 青磁碗 1 － 6 ・Ⅱ ・Ⅲ ．Ⅳ類 ．大 皿 ．小 鉢 Ⅲ
類 ．皿 、岡安窯 系青磁 碗 ・皿 Ⅰ類 、白磁 碗 Ⅱ ．Ⅲ ．Ⅳ ．
V ．Ⅵ ・Ⅸ類 ・平底 皿 Ⅵー 1 類 ．水 注 、 青 白磁 碗 ．
蓋 ．合子 蓋、磁 州 窯系 陶器片 、中国 陶器 C 群控 鉢 ほか
各種 、常 滑甕 、瓦 質措鉢 ・捏鉢 、火 合、須 恵器 甕 、瓦
器椀 、土 師器坏 （糸 切 り） ．皿 （糸切 り）、滑石 製石 鍋 、
銭 、獣 骨、魚 骨
皿 10 ．0 －7 ．6－1．0　 糸切 り板 状圧 痕 あ り
坏 12 ．4 －7 ．8 －2．9　 糸切 り板 状圧 痕不 明
坏 13 ．8 －10 ．1－2 ．6　 糸切 り板状 圧痕 あ り

SK 308 不 定形 土 D －2 12 C 径 1 ．6 m 以上 、深 さ0 ・6 m 龍 泉窯 系青磁 皿 Ⅰ一 1 、岡安 窯系青 磁碗 ．皿 、 白磁 碗
Ⅳ ・Ⅵ類 ．皿、 中国陶 器A 群 盤、 中国 陶器各 種、 瓦 質
措 鉢 、瓦、 石鍋 、土 師器捏鉢 、坏 （糸切 り） ．皿 （糸

坑 後半 SK 3 15、S K 32 1 を切 る
覆土 1 ：暗茶 褐色 土　 黄褐色 砂、 炭化物 、焼土 含 む
2 ：暗灰 褐色 土　 炭化物 多 く、焼土 含 む
3 ：暗褐 色 土　 黄 褐色砂 、炭 化物含 む
4 ：黄褐 色砂　 暗褐色土 含 む

切 り）
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SK 30 9 円形土坑 D －5 ．6 ．15 C 径1．2m 、深さ0．6m
覆土 1 ：灰褐色土　 鉄澤、炭化物多 く含む
2 ：灰褐色土　 炭化物粒含む
3 ：灰褐色土
4 ：暗灰褐色土　 炭化物多 く含む
5 ：灰褐色土　 灰色粘土ブロック含む
6 ：灰褐色土　 鉄滓含む
7 ：灰褐色土十黄褐色砂

白磁碗Ⅳ ・Ⅵ類 ．皿、五彩、中国陶器A 群盤、中国陶
器各種、備前措疎、瓦器椀、土師器坏 （糸切 り） ・皿
（糸切り）
坏 11・2－7．2－2．4　糸切 り板状圧痕なし

SK 31 0 楕円形 ？
土坑

B －5 長軸1・0m 以上、短軸0・6m 、深さ0・5m 以上
10～20cm 大の礫が多数出土　 南側撹乱に切 られる
SK 311を切る
覆土 1 ：灰褐色土　 炭化物粒、焼土粒含む
2 ：灰褐色土　 炭化物、黄褐色砂含む
3 ：灰褐色土
4 ：灰褐色土　 黄褐色砂含む

龍泉窯系青磁碗、白磁碗、白磁碗Ⅳ類、中国陶器各種、
瓦器椀、土師器坏 （糸切 り） ．皿 （糸切 り）、鞴の羽
口

SK 31 1 楕円形 ？
土坑

B －5 径0．．9m 以上、深 さ0．6m 以上
南側撹乱に切られる　 SK3 10に切られる
覆土 1 ：灰褐色土　 鉄滓多量混入
2 ：灰褐色土　 炭化物含む
3 ：灰褐色土　 黄褐色砂含・む
4 ：灰褐色土
5 ：黄褐色砂　 灰褐色土含む

白磁碗、瓦質捏鉢、瓦、土師器坏 ．皿 （糸切 り）

SK3 1 2 円形土坑 D －3 ・4 12 C
後半
径0．8m 、深さ0．4m
南側壁崩落
覆土 1 ：灰褐色土　 焼土粒、炭化物粧少量含む
2 ：灰褐色土 ＋黄褐色砂

岡安窯系青磁碗、白磁碗Ⅳ ．Ⅵ類 ．皿、中国陶器各種、
須恵器甕、土鍋、瓦器椀、土師器高台付椀 ・坏 ．皿 （ヘ
ラ切 り）
血　 8・4－6・4－0．8　へラ切 り板状圧痕あり

SK3 13 楕円形土 C ．D － 13 C 長軸2 ・2m 、短軸1・5m 、深さ0．7m 龍泉窒系青磁碗 Ⅰ－5 ・Ⅱ類　 白磁碗Ⅱ ．Ⅳ類 ．皿 ．
坑 4 ・5 SK 314を切 り、SK3 04に切 られる

覆土 1 ：暗灰褐色土
2 ：暗灰褐色土　 鉄滓多 く含む
3 ：黄褐色砂 十暗茶褐色土
4 ：暗灰褐色土　 炭化物、焼土含む
5 ：暗灰褐色土　 茶褐色土、．炭化物含 む
6 ：灰褐色土　 黄褐色砂、炭化物含・む
7 ：黄褐色砂
8 ：灰褐色土　 黄褐色砂多く含む　 炭化物、焼土含む
9 ：灰褐色土　 黄褐色砂含む
10 ：黄褐色砂＋灰褐色土
11 ：暗灰褐色土　 炭化物、灰色粘土含 む
12 ：白色粘土ブロック　 黄褐色砂含む
13 ：暗灰褐色土＋黄褐色砂
14 ：暗灰褐色土
15 ：暗灰褐色土　 焼土粒含む
16 ：灰褐色土
17 ：黄褐色砂
18 ：黄褐色砂
19 ：灰褐色土
20 ：暗灰褐色砂　 黄褐色砂、炭化物含む
21 ：黄褐色砂　 灰褐色土ブロック含む
22 ：黄褐色砂
23 ：暗灰褐色土

ヽヽ水注，．、、中国陶器各種、瓦質捏鉢、土鍋、土師蕗皿 （糸
切り）、鉄澤、鞴の羽口
皿　 6・6－4．8－1．4　糸切 り板状圧痕あり
皿　 7・4－5．牛1．6　糸切 り板状圧痕あり

SK 31 4 楕円形土 Bー5 ． 15 C 長軸1．3m 、短軸0．9m 以上、深さ0．6m 明染付、龍泉塗系青磁碗Ⅴ類 ．大皿　 白磁碗Ⅵ類　 中
坑 C－5 ．6 S K 3 13に切 られる

覆土 ：暗灰褐色土　 鉄滓多 く含む
／－ヽヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　リ．ヽヽ国陶器各種、朝鮮粉青沙器皿、朝鮮陶器皿、備前捨鉢、

瓦、瓦質捨鉢 ・控鉢、火合、土鍋、土師器坏 （糸切 り）．
高台付皿 ．皿 （糸切 り）、滑石梨石鍋、鉄澤、鞴の羽口、
獣骨

SK 31 5 円形 ？土
坑

Dー2 ・3 15 C 径0．8m 以上、深さ0．6m
南側撹乱に切 られる　 SK308 に切 られる
覆土 1 ：灰褐色土　 炭化物、焼土合む
2 ：暗褐色土
3 ：暗褐色土＋黄褐色砂
4 ：黄褐色砂　 暗褐色土含む

明染付、岡安窯系青磁碗、青磁皿、白磁碗Ⅳ類 ．血、
中国陶器 C 群捏鉢、中国陶器各種、須恵器甕、瓦、火
舎、土鍋、土師器坏 （糸切 り） ．皿 （糸切り）、土錘

SK 31 6 楕円形 ？ E ．F－ 12 C 径1．0m 以上、深 さ0．2m　 北側上部撹乱により検出できず 龍泉室系青磁碗 ．皿 岡安窯系青磁碗 Ⅱ療 白磁碗Ⅳ ・
土坑 3 ・4 後半 SE 301に切られる

覆土 ：暗灰褐色土　 炭化物含む
　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽヽⅥ ．遠類、中国陶器各種、壬 師器坏 （糸切 り） ．一m （糸

切 り）、滑石製石鍋、獣骨

SK 31 7 E －7 13 C 残存部少なく規模不明　 深さ0．6m　 東側発掘区外に伸びる 龍泉窯系青磁碗 Ⅰー3 ．Ⅰ－ 6 ．皿Ⅰ－1 岡安窯系
後半 SE318を切 りSE 30 7に切 られる。
覆土 1 ：灰褐色土　 灰褐色粘土ブロック、炭化初、焼土合

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ青磁碗 Ⅲ類、白磁碗Ⅳ ・Ⅵ類 ．皿 ．水注、白磁言六ゲ
碗、中国陶器A 群盤、中国陶器各種、瓦質捏鉢、瓦、

む
2 ：灰褐色土　 黄褐色土含む
3 ：灰褐色土
4 ：灰褐色土　 炭化物含む

土師器坏 （糸切 り） ．皿 （糸切 り）

SE3 18 円形井戸 D ．E－
6 ．7

12 C
後半
SE 307に切 られて規模不明　 鹿部に径0．7m の円形の木質が
残る
覆土 ：茶褐色砂質土

青磁水注、龍泉窯系青磁碗 Ⅰ－ 5 ．6 類 ．皿 Ⅰ－1 類、
岡安窯系青磁碗 ．皿、青白磁小壷、白磁碗Ⅲ ．Ⅳ ．V ．
Ⅵ類 ．皿 ・水柱、中国陶器各種、須恵器甕、瓦質措鉢 ．
捏鉢、火合、瓦、瓦器椀、．土鍋、土師器甑 ．高台付坏 ．
坏 （糸切 り） ．皿 （糸切 り）、鞴の羽口
血　 8．3－6．4－1．4　糸切 り板状圧痕あり

SK 31 9 楕円形 ？
土坑

C －7 径0．4m 以上、深さ0．1m 以上 白磁碗Ⅳ類、土師器坏 （糸切 り）

SK 32 0 円形 ？土
坑

B －2 ．3 15 C
前半
長軸0．9m 以上、短軸0．8m 以上、深さ0．3m 龍泉窯系青磁碗 Ⅰ－5 、岡安窯系青磁碗、白磁碗Ⅳ ・

Ⅸ類、白磁皿、中国陶器各種、朝鮮粉青沙器瓶 ．皿、
須恵器甕、瓦質揺鉢、瓦、土鍋、土師器鉢、坏 （糸切
り） ・三足皿 ．皿

SK 32 1 不定形土
坑

B ～D－
2 ・3

長軸4・0m 以上、深 さ1．4m 白磁碗Ⅳ類、中国陶器、土鍋、土師器坏 （糸切 り） ．
皿 （糸切 り）
坏 12．5－8．7－2・9　糸切 り板状圧痕あり

SE3 22 円形瓦組
井戸

C ．D－3 近世 径1．0m の堀方に瓦 を径0．7．m の円形に組む ．深さ1．3m （標
高1・3m ）で涌水 し、以下不明
上部試掘 トレンチにより破壊

岡安窯系青磁碗、白磁碗Ⅵ ．Ⅷ類、国産陶器、瓦、土
師器片

SK 32 3 楕円形土
坑

D ー4 長軸1．0m ．、短軸0．7m 、深さ0．3m 青磁小片、白磁小片、瓦質捏鉢、土師器血
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SK 324 円形 ．？土 C ．Dー7 12 C 径1．0m 以上、深 さ0．9m 以上 龍泉窯系青磁碗 Ⅰ類、白磁碗Ⅳ類 ．皿、中国陶器各種、
坑 後半 SE3 07に切 られる 縁課陶莞告 8票 莞坏豪駅 鏃 膠 錘

SK 325 円形土坑 F ・G－ 12 C 径1．1m 、深さ0．3m 龍泉窯系青磁碗 Ⅰ類、岡安窯系青磁碗、中国陶器、土
1 ．2 後半 SK 326を切る．

覆土 1 ：暗灰褐色土　 炭化物含む
2 ：灰褐色砂質土

師器坏 （糸切 り）

SK 326 楕円形土 F ・G－ 12 C 長軸1．5m 、短軸1．11 m 、深さ0．8m 龍泉窯系青磁碗 ・皿 Ⅰ－2 類、白磁碗 Ⅱ・Ⅳ ．Ⅵ ・
坑 1 ．2 後半 SK 325に切られる Ⅷ ．Ⅸ類、中国陶器A 群盤、 C 群捏鉢 ．蓋ほか各種、

覆土 1 ：灰褐色土　 炭化物、焼土合む ．

2 ：灰褐色土　 少 し黄色 っぽい　 炭化物、焼土、灰褐

．色粘土含む3 ：灰褐色土　 炭化物、焼土含む
4 ：灰褐色土　 炭化物、焼土、灰褐色粘土含む
5 ：灰褐色土　 炭化初、焼土、黄褐色砂含む
6 ：灰褐色土　 粘性あり　 炭化物含む
7 ：黄褐色砂
8 ：灰褐色砂質土
9 ：黄褐色砂
10 ：灰褐色砂 ＋黄褐色砂
11 ：黄褐色砂
12 ：黄褐色砂 ＋灰褐色砂質土
13 ：黄褐色砂　 灰褐色砂含む
14 ：黄褐色土＋灰褐色砂質土
15 ：灰褐色土　 粘性あり　 炭化物含む

瓦、土．師器坏 （糸切 り） ．血 （糸切 り）

SK 327 円形 ？土 G ．H －1 12 C 径0．9m 以上、深 さ0．3m 白磁碗 Ⅱ・Ⅳ ．Ⅵ類、中国陶器A 群盤 ・C 群捏鉢、瓦
坑 G l7 ・8 前半 撹乱 に切 られる 器椀、瓦、土師器坏

坏 16．6－12．2－2．6　糸切 り板状圧痕あ り

SK 328 楕円形 ？ 12C 径0．9m 以上、深 さ0．9m 龍泉窯系青磁碗 Ⅰ－5 ．6 ．8 類 ．皿、・岡安窯系青磁
土坑 後半 東側撹乱に切られる 碗 Ⅱ類 ．皿、白磁碗Ⅵ ．Ⅶ類 ．皿 ・蓋、中国陶器A 群

覆土 1 ：灰褐色土　 炭化物含む 盤 ．C 群捏鉢 ．蓋、、須恵器甕、瓦器椀、土師器坏 （糸
2 ：暗灰褐色土　 炭化物含む
3 ：黄白色砂
4 ：黄褐色砂 十灰褐色土　 炭化物含む
5 ：暗褐色土　 炭化物含む

切り） ・皿 （糸切り）、滑石製石鍋

SK 329 楕円形土 G ．H － 12 C 長軸1．3m 、短軸1・0m 、深さ1・1m 龍泉窯系青磁碗 Ⅰ－1 ．5類 ・皿 Ⅰ－ 1 ．3 類、．岡安
坑 6 ・7 後半 撹乱に切 られる

覆土 1 ：
2 ：暗茶褐色土　 炭化物含む
3 ：暗灰褐色土　 炭化物、焼土含む

窯系青磁碗 Ⅰ．Ⅱ類 ．皿 Ⅰ類、・青白磁合子身、白磁碗
Ⅱ．Ⅳ ・Ⅶ－1 ．Ⅷ ．Ⅸ類 ．平底皿Ⅵ－1類 ・高台仲

完晶警主義誓土品賢覧雪景凱戸ワ盃㌔骨結露
4 ：黄褐色砂
5 ：暗褐色土　 炭化物、焼土含む
6 ：灰褐色粘土
7 ：暗褐色土　 5 層より暗い　 炭化物、焼土含む
8 ：暗褐色土　 炭化物、焼土、黄褐色砂含む
9 ：灰褐色土　 炭化物含む
10 ：灰褐色土　 炭化物、黄褐色砂含む
11 ：黄褐色砂
．ー12 ：茶褐色砂質土　 炭化物、黄褐色砂含む
13 ：暗褐色土　 炭化物含む
14 ：黄褐色砂
15 ：灰褐色砂質土　 炭化物、焼土含む
16 ：黄褐色砂　 灰褐色砂質土含む
17 ：灰褐色砂質土
18 ：黄褐色砂
19 ：灰褐色砂質土　 暗褐色土含む
20 七一．／．黄褐色砂
21 ：灰褐色砂質土　 暗褐色土含む
22 ：黄褐色砂
23 ：黄褐色砂 ＋灰褐色砂
24 ：黄褐色砂 ．
25 ：黄褐色砂 ＋灰褐色砂
26 ：暗茶褐色土　 炭化物含む

石製石鋼、碁石、獣骨

SK 330 円形土坑 F－7 13 C 径0 ・9m 、深さ0．6m 龍泉窯系青磁碗 Ⅰ－ 1 ．Ⅱ類、同安窯系青磁碗 Ⅱ類、
前半 覆土上 ：灰褐色土　 炭化物含む 白磁碗 ．皿、中国陶器各種、須恵器甕、、瓦、土師器

下 ：茶褐色砂 坏 （糸切 り） ・皿 （糸切 り）、滑石製石鍋、、獣牙
皿　 8．0－6．2－1．1 糸切 り板状圧痕あり

SK 33 1 楕円形土 F ・G一2 長軸1．7m 、短軸0・6m 、深さ0．3m 青磁片、青白磁碗、白磁碗Ⅳ ・Ⅴ－ 2類 ．皿、中国陶
坑 SK332、SK 334を切る

覆土 ：灰褐色土　 焼土 ．炭化物含む
器、土師器坏

SK 332 楕円形土 F ・G－ 12 C 長軸1．2m 、短軸0．6m 、深さ0．5m 白磁碗 Ⅱ．Ⅳ ．Ⅴ－2 類、中国陶器、須恵器甕、土師
坑 2 ．3 前半 SK 331に切られる

覆土 ：灰褐色土
器高台付坏 ．皿 （ヘラ切 り．糸切 り）

SK 333 円形 ？土 Hー3 ．4 12 C 径0．8m 以上、深さ0．7m　 東側に段がある 龍泉窯系青磁碗 I l 6類、伺安窯系青磁碗、白磁碗 Ⅳ ．
坑 後半 上部撹乱を受ける V ．Ⅵ類 ．．皿、中国陶器A 群盤ほか各種、瓦器椀、須

覆土 ：灰褐色土 恵器甕、、土師器坏 （ヘラ切 り） ．皿 （糸切 り）、獣骨

SK334 円形土坑 F－2 径0．9m 、深さ0．4m
S K 33 1に切られる
覆土 ：灰褐色砂

白磁片、瓦器椀 ．土師器片

SK335 不定形土 F－2 ・3 12 C 径0．9～1．2m 、深さ0．5m 同安窯系青磁碗、白磁碗 Ⅱ．Ⅳ類、中国陶器・各種、須
坑 後半 SK336を切る ．

覆土 ：灰褐色土
恵器甕、土師器椀

SK336 円形 ？土
坑

F－2 ・3 径1．3m 、深さ0．6m
S K 335に切 られる
覆土 ：灰褐色土

土師器片
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Ph．22　SK308（東から）

Ph，24　SK316（西から）

Ph．26　SK326（東から）
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Ph．23　SK314（西から）

Ph．25　SK320（東から）

Ph．27　SK329（西から）



化面がみられ、遺構も少なかった。道路か。

SK308、SK314、SK316、SK320、SK326、SK329の遺物を図示した。　30－56はSK308

出土の土師器の坏と皿である。すべて鹿部糸切りである。30～44は血である。平均口径8・2cm、底径

6・2cm、器高1．3cm。45～56は坏である。55と56はやや大型である。この2点を除くと平均口径12．5cm、

底径8．0cm、器高2・9cmである。

57～61はSK314出土の土師器で、すべて鹿部糸切りである。57は皿である。58～61は坏である。

平均口径12．3cm、底径8．3cm、器高2．3cmである。

62～73はSK316の出土遺物である。62・63は土師器の皿である。どちらも鹿部糸切りである。

64～72は土師器の坏である。すべて鹿部糸切りである。平均口径12・6cm、底径8．2cm、器高2・6cmであ

る。73は岡安窯系青磁碗である。高台径5．6cm。

74～78はSK320の出土遺物である。74・75は粉青沙器の皿である。それぞれ口径15・2cm、15．2cm、

高台径6・2cm、6．1cm、器高3．0cm、3．5cmである。76は土師器の鉢である。高い高台を付ける。復元口

径23．0cm、高台径14・0cm、器高9．1cm。77は土師器の皿である。口縁部は内側に折り曲げ、鹿部には

三足をつけるが一脚は欠損している。口径8・8cm、最大径10・3cm、器高4．7cm。78は丸瓦である。外側

に縄目、内側に布目と爪形の圧痕が残る。図示したもののほか粉青沙器の瓶も出土している。15世紀

前半の遺物を中心とする。

79～85はSK326の出土遺物である。79は土師器の皿である。80は岡安窯系青磁碗で明るい青白

色の透明釉がかかる。下半部露胎。言縁部を外側に折り曲げる。外底は粗く削り出されたままである。

復元口径18・7cm、高台径5．4cm、器高7・9cm。81は高麗青磁の碗である。全面施釉され、畳付部分の釉

は拭き取られている。高台径4．2cm。82は龍泉窯系青磁皿で片切彫の魚文を描くⅠ－2類である。底

径3・5cm。83・84は白磁碗Ⅸ類である。内底は釉を輪状に掻き取っている。それぞれ復元口径17・6cm、

17．4cm、高台径7・Ocm、7．3cm、器高5．4cm、5．8cmを測る。85は陶器の椀である。復元口径10・6cm、器

高5・6cm、底径5．3cm。唐津の製品のようで、混入と思われる。12世紀後半の遺物が中心である。

86～108はSK329の出土遺物である。86は土師器の坏である。87・88は龍泉窯系青磁碗で、内

面に蓮花折枝文を施すⅠ－5類である。高台径はそれぞれ5．9cm、6．2cm。89～94は岡安窯系青磁碗Ⅱ

類である。94は無文で見込みの釉を輪状に掻き取る。89は復元口径16．0cm、高台径5・2cm、器高7．0cm。

90は復元口径15・7cm、高台径5・1cm、器高6・3cm。91は高台径5・2cm、92は高台径5・4cm、93は高台径、

94は高台径5・4cm。95は越州窯系青磁碗である。全面に施釉されている。畳付に砂目が付着している。

高台径8．3cm。96・97は龍泉窯系青磁皿である。底径はそれぞれ4・2cm、4．0cm。98は岡安窯系青磁皿

である。復元口径10．6cm、底径5．2cm、器高1．9cm。99は白磁碗Ⅶー1類である。外底に「謝六」銘墨

書がある。高台径6・4cm。100は白磁碗Ⅱ－1類である。内底の釉を輪状に掻き取る。高台径7・1cm。101

は白磁碗Ⅱ－2類である。内底の釉を輪状に掻き取る。高台径6．0cm。102は白磁碗Ⅳ－1類である。

復元口径15．5cm、高台径7・Ocm、器高5・6cm。103は白磁碗Ⅸ類である。内底の釉を輪状に掻き取る。

高台径￥cm。104は白磁平底皿である。復元口径10・6cm、底径4・3cm、器高2．3cm。105は白磁高台付皿

である。内底の釉を輪状に掻き取る。復元口径9．0cm、高台径4・2cm、器高2．2cm。106は青白磁合子身

である。口径5．4cm、受部径6．1cm、底径4．2cm、器高2．3cm。107は天目茶碗である。中国製である。

復元口径12・6cm、高台径4．1cm、器高5．8cm。108は中国陶器の盤である。口縁部の釉を拭き取る。復

元口径22・8cm、底径19・0cm、器高16・6cm。12世紀後半の遺物が中心である。
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⊆三∃二二づ。。∈≡∃＝＝土♂。。
皿　7・8－6．土1．2糸板あり

∈∃＝＝＝＝＝戎1
皿　7・8ー5・8l1．5糸板あり

⊆‡―∃』＝グ
32

皿　7．9－5．8－1．3糸板なし

二二二／一二三
皿　7．9－6．3－1．6糸板あり

ミ三≡≡≒＝＝／－5二
皿　7．9－6．0－1．2糸板あり

皿　8．0－5．8－1・3糸板不明

∈≡二∃≡≡プ39
皿　8．1l6．9－1・0糸板なし

⊆］ヒ二三ク．0
皿　8．3－6．上1．4糸板あり

皿　8．4l6．2－1．5糸板なし

ミこ三∃」二二ク42
皿　8．5－6・3－1．2糸板あり

皿　8．0－5・9－1．4糸板なし　皿　8・7－6．7l1．5糸板不明

ぐーコ≧。。5－「≒5．．
皿　8・0－6－3－1．4糸板あり　皿　9．0－6．8－1．4糸板あり

t＝∃＝二二プ37
皿　8・0－6．3－1／3糸板あり

SK308

．

坏12．0一9．0－3．1糸板なし

－　　　　／●

坏12．0－7．7－2・9糸板なし

坏12．上7．0－2．7糸板あり

∈∃＝土だ
坏12．4一8．0－2．8糸板なし

坏12．4－8．6－2．5糸板不明

坏15－2－9．5－3．7糸板あり

∈∃5訝。
坏12．6－8．0－3．1糸板なし

∈≡‡∃≡＝戎1
坏12・6ー7．3一3・2糸板なし

坏12・6－7．9l2．9糸板あり

坏12．6－7．3－2．9糸板なし

坏13．6l8．7－2．6糸板なし

坏15．6－9．8－3．7糸板あり

∈；三三ク57
皿　7・0－2・7－1．0糸板なし

SK314

坏1210－7・8－2．2糸板あり

坏12・2－8・6－215糸板なし

坏12．4－8．5－2．3糸板なし

坏12・6－8．4－2．0糸板なし

二二、二一ll　62

皿　7．4－5．4－1・3糸板不明

皿　8．3－5・7－1・4糸板なし

坏12．0－8．0－2．3糸板なし

坏12．0l8・1－2．5糸板あり

坏12．3－7．5－2．6糸板あり

坏12．4－8．上2．5糸板なし

坏12－4－7．4－2．8糸板あり

坏12．6l7．8－2．7糸板あり

坏13．0－8・5－2．6糸板あり

坏13．2－8・6－2．9糸板なし

坏13．6ー9．6－2．8糸板不明

70

SK316

10cm
－一一一一L一一L一一」一一一－一一．一一．．－．－」

F軌15　第3面遺構出土遺物実測図1（1／3）
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／イ

0　　　　　　　　　　　　　10cm
L　－　l　－　．：　　　　　　　－．！

Fig．16　第3面遺構出土遺物実測図2（78：1／6・他：1／3）

74 75

Ph・28　第3面遺構出土遺物（78：約1／8・他：約1／4）
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荒，

＼」二親

坏16．8－9・7－2．9糸板あり

、．、・もー十一／一

Fig・17　第3面遺構出土遺物実測図3（1／3）
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Fig・18　第3面遺構出土遺物実測図4（1／3）
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5・第4両の調査

基盤の黄褐色砂で第4面を設定した。標高は2・3～2．9mで緩やかに北西に傾斜している。第3両と

レベル差がないので、3両4面で時期が逆転しているものもあると思われる。12世紀代の遺構が主で

ある。

井戸2基と土坑42基を調査した。

SK406、SK415、SK425、SK439の遺物を提示した。

109～111はSK406の出土遺物である。109は土師器の椀である。口径15．9cm、高台径6．6cm、器高

5・9cm。110は白磁碗Ⅳー1類である。口径16・3cm、高台径7．0cm、器高6．9cm。111は白磁の水注である。

頸部を欠く。胴部径16．4cm、底径7．3cm。

A B C D E F G H

Fig．19　第4面遺構分布図（1／100）
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Ph・29　第4両南側全景（東から）

Tab．4　第4面遺構一覧

Ph・30　第4面北側全景（東から）

遺構番号 種類 位置 時期 遺構 の概 要 出土遺 物

．土師器 計測値 （口径 ー底径 一器高　 鹿部　 備 考 ）

S K 40 1 楕 円形土 D ．E ー 12 C 長軸 1．0m 、短軸 0・8 m 、深 さ0 ．2 m 白磁碗 Ⅱ 一一Ⅳ ．Ⅸ類 、．須 恵器甕、 瓦、瓦 器椀 －土師 器
坑 3 ・．4 前 半 覆土 ：暗灰 褐色砂 質土　 炭化 物 ・焼 土含 む 高台付 坏 ．坏

S K 40 2 楕 円形土
坑

E －3 長軸 0 ．9 m 、短軸 0 ．7 m 、深 さ0 ・3 m
覆土 1 ：灰 褐色砂 質土

2 ：黄 褐色砂　 暗灰 褐色 砂 質土含 む
3 ：灰 褐色砂 質土　 黒色 土含 む
4 ：黒 色土　 灰褐 色砂 質土含 む
5 ：灰 褐色 土
6 ：黒 色土
7 ：灰 褐色 土　 筆 褐色砂 含 む
8 ：灰 褐色 土
9 ：黄 褐色砂　 灰 褐色 土含 む
10 ：暗灰褐 色砂 質土
11 ：灰 褐色 粘質土

白磁 血、 中国陶器片 、土 師器坏

S K 40 3 円形 土坑 E －2 ．3 径 1．0m 、深 さ0 ．3m 須 恵器甕 、土師器 高台付 坏 ．坏 ．（ヘ ラ切 り） ．皿 （へ
覆土 1 ：暗灰褐 色砂 質土　 黄褐色 砂含 む ラ妙 り ．糸切 り）
2 ：暗褐色砂 質 土
3 ：黄褐色 砂　 灰 褐色 砂 質土少量 含 む
4 ：灰 褐色 砂質 土
5 ：黄褐色 砂　 灰 褐色 砂 質土含 む
6 ：灰 褐色 砂質 土　 灰 色粘 土含 む
7 ：．暗褐色 砂質 土

皿　 9 ．0 －7 ．4－1 ・0　ヘ ラ切 り板状圧 痕 あ り

SK 4 04 円形 土坑 D ・E － 11 C 径 1．7m 、深 さ1 ．5 m 越 州窯系 青磁椀 、龍泉 窯系青磁 碗 （混 入 ？）、白磁碗 Ⅳ ・
2 ．3 後半 覆土 1 ：暗茶褐 色砂 質土 Ⅴ類．、緑 釉陶器 片、須 恵器甕 ・坏、 瓦器椀 、瓦、 土師

2 ：暗茶褐 色砂 質土 1 層 より明るい 器 高台付 坏 ・坏 （ヘ ラ切 り）．．皿 （ヘ ラ切 ・り）
3 ：灰 褐色 砂

4 ：灰褐色 砂　 3 層 より暗い　 暗灰褐色 土 含む
5 ：暗黄褐 色砂　 暗灰 褐色 土含 む
6 ：灰褐色 砂
7 ：暗灰褐 色砂 質土
8 ：茶褐色 砂　 鉄分 に よる変色 ・
9 ：暗黄褐 色砂　 暗灰 褐色 土含 む
10 ：灰褐 色砂

．11 ：茶褐 色砂　 鉄分 に よる変色　 灰褐色 砂 含 む12 ：茶褐 色砂　 鉄分 に よる変色
13．．：灰褐 色砂
14 ．：灰褐 色砂
15 ：茶褐 色砂　 鉄分 による変色
16 ：暗灰 褐色砂
17 ：暗黄 褐色砂
18 ．：．．灰褐 色砂

丸底坏 14 ．8 －－－3 ．4 ・今 ラ切 り板 状圧 桓あ り

SK 405 楕 円形土 P －3 12 と 長 軸0 ．9m 、 短軸0 ．5m 、深 さ0 ．4m 瀧泉窯 系青磁 皿、白磁碗 Ⅵ類 、中国陶器 、須 恵器坏 蓋、
坑 後半 覆土 ：暗灰褐 色土 瓦器椀 、土鍋 、土 師器坏 （糸切 り） ．皿 （糸 切 り）
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S K 40 6 円形土坑 D ．E － 12 C 径1．4m 、．深さ0．8m 越州窯系青磁椀、龍泉窒系青磁碗 0 類、白磁碗Ⅱ ・Ⅳ ．
5 ．6 前半 SK 4 10を切る

覆土 1 ：暗灰褐色土　 炭化物含む

2 ：黒色土　 炭化物含む
3 ：．灰褐色土 ．黄褐．色砂含む
4 ：灰褐色土 ，
5 ：灰褐色土　 黄褐色砂含む
6 ：灰褐色土　 4 層より暗い
7 ：灰褐色土　 黄褐色砂含む
8 ：灰褐色土

．9 ：灰褐色土　 8 層より明るい　 黄褐色砂含む
10 ：黄褐色砂
11 ：暗灰褐色土
12 ：暗灰褐．色土
13 ：灰褐色砂質土　 黄褐色砂含む
14 ：暗黄褐色砂
15 ：暗灰褐色砂質土　 黄褐色砂含む ．
16 ：黄褐色砂　 灰褐色砂含む
17 ：暗黄褐色砂　 暗灰褐色土含む

Ⅵ ．遠類 ．皿 ・水注、須恵器甕、東播系須恵器控鉢、／．ヽヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

瓦器椀、土師器坏 （糸切 り）

SK40 7 円形 ？土
坑

E－6 ．7　－ 径1．0m 以上、深．さ0・6m 以上
SK 40 8を切る
覆土 ：暗灰褐色土

白磁片、須恵器片、土師器片

SK40 8 楕円形土 E－6 12 C 長軸1．5m 、短軸1．2m 、深 さ0・4m 青磁片、白磁碗Ⅳ ．V ．Ⅵ類 ．皿、中国陶器、須恵器
坑 後半 S．K40 7に切 られる

覆土 1 ：灰褐色土　 炭化物 ．灰色粘土含む
2 ：黄褐色砂
3 ：炭化物
4 ：灰褐色土　 灰色粘土含む
5 ：灰褐色土 1 層より暗い
6 ：暗褐色土　 黄褐色砂含む
7 ：黄褐色砂
8 ：暗褐色土
9 ：黄褐色砂
10 ：灰褐色土 1 層 より暗 く5 層より明るい　 灰色粘
土含む
11 ：灰褐色土 1 層と同じ明るさ
12 ：灰褐色土 1 層と同じ明るさ　 黄褐色土含む
13 ：黄褐色砂
14 ：暗褐色土
15 ：黄褐色砂　 灰褐色土含む
16 ：灰褐色土　 1 層と同じ明るさ
17 ：黄褐色砂
18 ：灰褐色土　 暗褐色土ブロック ．黄褐色砂含む
19 ：暗褐色土
20 ：黄褐色砂　 灰褐色土含む
21 ：黄褐色砂　 灰褐色土含む

ヽ甕、瓦器椀、移動式竃、土師器高台付坏 ．坏 （糸切 り）・
皿

SK40 9 楕円形土 E ・F－ 12 C 長軸1．2m 、短軸0．7m 、深さ0．3m 白磁碗Ⅴ類 ・皿、中国陶器 C 類捏鉢、土師器坏 （ヘラ
切 り．糸切 り）坑 4 ．5 前半 覆土 ：暗灰褐色土　 炭化物含む

SK41 0 楕円形土 E －5 ．6 12 C 長軸1．6m 以上、短軸0．9m 以上、深さ0．3m 岡安窯系青磁碗、白磁碗Ⅳ ．Ⅴ類 ．皿、中国陶器、瓦
坑 後半 SK406に切られる

覆土 ：暗褐色土　 焼土 ・炭化物含む

SK41 1 不定形土 C ．D － 12 C 長軸l・7以上m 、短軸1・3m 以上、深さ1・0m 白磁碗Ⅳ ・寸 ．Ⅵ類、中国陶器、須恵器片 瓦質措鉢
坑 6 ・7 前半 SE 307、SK 324に切 られる 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ土師器高台付坏

SK41 2 不定形土 B ．C－ 12 C 長軸2．0m 、短軸0．7m 以上、深さ0・9m 龍泉窯系青磁碗 Ⅰ類、白磁碗 Ⅳ類　 須恵器甕　 土師器
坑 2 ・3 後半 SK 413を切る 坏 （系切 り）．・皿 （糸切 り） 、、ハ　 、

SK41 3 円形 ？土
坑

B －2 ．3 径1・8m 以上、深 さ0・8m
南側発掘区外に伸 びる。SK412に切られる

白磁碗、須恵器片、瓦、．土師器皿 （糸切 り）

SK414 円形土坑 C l3 ．4 15 C 径0．9m 、深さ0．5m 龍泉窯系青磁碗、白磁碗Ⅳ ．Ⅵ類、中国陶器、朝鮮陶
SK415、SK 4 16を切 る
覆土 1 ：暗灰褐色砂質土
2 ：黄褐色砂　 灰褐色砂含む
3 ：暗灰褐色砂質土　 黄褐色砂含む
4 ：灰褐色砂　 黄褐色砂含む

器檜形壷、備前捨鉢、土鍋、土師器坏 ・血

SK41 5 楕円形土
坑

C －3 ・4 15 C 長軸1．2m 、短軸0．7m 、深さ0．4m
北側試掘 トレンチで破壊される。SK4 14に切 られる
覆土 1 ：灰褐色土

2 ：黒褐色土
3 ：灰褐色砂質土　 黄褐色砂含む
4 ：灰褐色砂
5 ：暗灰褐色土
6 ：灰褐色砂
7 ：黄褐色砂　 灰褐色砂含む
8 ：灰褐色砂
9 ：暗褐色土
10 ：灰褐色砂　 暗褐色土含む

龍泉窯系青磁碗、白磁碗Ⅳ類、朝鮮陶器棒形壷、備前
小壷、土鍋、土師器措鉢、 ．坏 （ヘラ切 り）

SK 41 6 円形土坑 B ・C－ 12 C 径1．1m 、深さ0．5m 龍泉窯系青磁碗、白磁碗、中国陶器、須恵器片、土鍋
3 ．4 後半 SK 414に切られる。SK4 17を切る 土師蕗坏 ．皿 （糸切り）、鞴の羽言　　　　　 、

血　 7．4－6．2工1．2　糸切 り板状圧痕あり
ⅲ　 7・6－5．1一1・6　糸切 り板状圧痕あり

SK 41 7 楕円形 ？
土坑

B －3 ・4 長軸1．6m 以上、短軸0．7m 以上、深さ0．3m
南側撹乱に切られる。SK4 16に切 られる

中国陶器

SK 41 8 不定形土
坑

B －4 ．5 径1．4m 、深さ0・2m
南側撹乱に切られる。SK3 04に切 られる

白磁碗Ⅳ類、瓦器椀、瓦、土鍋

SK 41 9 楕円形土 B ．C－ 12 C ．長軸1・5m 、短軸1．1m 、深さ0．4m 青磁椀、白磁碗Ⅳ ．Ⅴ類、中国陶器A 群盤、軒丸瓦、
坑 6 ・7 後半 南側撹乱に切られる。SX3 02に切 られる。SK4 21を切る

覆土 1 ：灰褐色土
須恵器甕 ・坏、土師器坏 ．皿 （ヘラ切 り・糸切 り）
皿　 8．0－6・8－1・2　糸切 り板状圧痕なし

2 ：暗褐色土　 炭化物 ．焼土 ・黒褐色土含む
3 ・：暗灰褐色土　 炭化物 ・焼土 ．黒褐 色土 ．黄褐色砂
含む
4 ：灰褐色砂

坏　 9．0－6．0－2．2　糸切 り板状圧痕不明

SK 420 楕円形 ？
土坑

B ・C－5 長軸1．0m 以上、短軸1．0m 、深さ0．3m
南側撹乱に切られる。SK3 10に切 られる

白磁碗、土師器皿 （ヘラ切り）

SK 42 1 円形 ？土 B ・C－6 12 C 径1．5m 以上、深 さ0．5m 白磁碗Ⅳ ．Ⅴ類 ．皿、中国陶器、須恵器片、土師器坏
（糸切り） ・皿 （糸切 り）、滑石製石鍋坑 前半 函側撹乱に切られる。SK4 19に切 られる。

SK 422 円形土坑 C －3 12 C ／ 径0・8m 、．深さ0・4m ．龍泉窯系青磁碗、白磁碗Ⅸ類、瓦器椀、須恵器片　 土
後半 ピットに鹿部以下まで切られる。 師器嵐 （糸切り）　　　　　　　 ハ　 、
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S K 4 2 3 楕円形土 H －7 12 C 長軸1．0m 、短軸0・9m 、深 さ0．4m 龍泉窯系青磁碗、白磁碗Ⅳ類、中国陶器、須恵器甕、
土師器丸底坏、坏坑 後半 現代の井戸 に切 られる。SK443を切る。

覆土 1 ：暗灰褐色土　 下部に薄い砂層　 炭化物 ・焼土 ．茶
褐色土含む
2 ：暗灰褐色土　 炭化物少量含む
3 ：暗茶褐色砂
4 ：黄褐色砂
5 ：暗灰褐色土　 下部に薄い砂層　 炭化物 ．焼土含む
6 ：暗灰褐色土　 炭化物少量含む

SK4 24 楕円形土
坑

F ・G－6 長軸1．0m 以上、短軸0．9m 、深さ0・4m
SK 329に切られる。SK43 1を切る
覆土 1 ：黒褐色粘質土　 炭化物 ．焼土含む
2 ：灰褐色土　 炭化物含む
3 ：暗褐色土　 炭化物 ．焼土含む
4 ：赤褐色粘土
5 ：暗茶褐色砂
6 ：黄褐色砂　 暗茶褐色砂含む
7 ：灰褐色砂
8 ：黄褐色砂
9 ：灰褐色土
10 ：黄褐色砂
11 ：灰褐色土

白磁碗Ⅳ類 ．水注、中国陶器甕、瓦、瓦器皿

SK 42 5 楕円形土 G ．H－ 12 C 長軸2．2m 以上、短軸1．3m 、深さ0．8m 龍泉窯系青磁碗 Ⅰー4 類 ．皿Ⅰ－1 類、岡安窯系青磁
碗、白磁碗Ⅳ ・V ．Ⅵ ．Ⅷ ．Ⅸ類 ．皿 ・水注、中国陶
器皿ほか各種、須恵器甕、瓦器椀、瓦、瓦質捏鉢、土
師器坏 （糸切 り） ．皿 （糸切 り）、砥石
皿　 8．8－6・4－1・3　糸切 り板状圧痕あ り
皿　 9．2－6・8－1・3　糸切 り板状圧痕あ り

坑 5 ・6 後半 SK 32 9に切 られるO SK 427、SE 4 32、SK 44 1、SK 44 2を切る
覆土 1 ：暗褐色土　 灰褐色粘土多 く、炭化物 ・焼土含む
2 ：灰褐色土　 炭化物 ．焼土 ・灰褐色粘土含む
3 ：暗灰褐色土　 炭化物 ・焼土 ．灰褐色粘土含む
4 ：灰褐色土　 炭化物 ・焼土 ．灰褐色粘土含む
5 ：暗褐色土　 焼土多く、炭化物 ．灰褐色粘土含む
6 ：黒褐色粘質土　 炭化物 ．焼土 ．灰褐色粘土含む

SK 42 6 楕円形土
坑

G－3 ．4 長軸1．4m 、短軸1．2m 、深さ0・5m
S E 428を切る
覆土 1 ：暗灰褐色土　 炭化物 ．焼土少量含む
2 ：暗茶褐色砂
3 ：黄褐色砂
4 ：暗褐色砂

中国陶器、須恵器甕 ．坏蓋、瓦器椀、土師器高台付坏 ．
坏 （糸切 り）、獣骨

SK4 2 7 円形 ？土 G ・H －6 12 C 径0．5m 以上、深さ0．4m 岡安窯系青磁碗、白磁碗 Ⅱ ．Ⅳ類、須恵器甕、土師器
坏 （ヘラ切り ・糸切 り）坑 後半 SK329、SK 425に切られる。SK44 1、SK 442 を切る

覆土 ：暗灰褐色土　 炭化物、焼土含む

SE42 8 方形井戸 F ．G－ ll C 長軸2・4m 、短軸2・0m 、深 さ1．0m 以上 越州窯系青磁、白磁碗 Ⅱ．Ⅳ類、中国陶器、朝鮮無釉
陶器、須恵器甕、瓦器椀、瓦、土師器高台付坏 ．丸底
坏 ．血 （ヘラ切 り）
皿　 9・0－－ー1．1 －へラ切 り板状圧痕あり
皿　 9．0－7．0－1．2　へラ切 り板状圧痕あ り
皿　 9．．5－7・2－1．4　へラ切 り板状圧痕あ り

3 ・4 後半 SK 426に切られる
覆土 1 ：暗褐色土
2 ：暗黄褐色砂　 灰褐色砂含む
3 ：灰褐色砂　 暗黄褐色砂含む
4 ：黄褐色砂　 暗褐色土含む
5 ：灰褐色砂質土　 炭化物含む
6 ：灰褐色砂　 炭化物 ．黄褐色砂含む
7 ：黄褐色砂　 灰褐色砂含む

SK42 9 円形土坑 G ．H一 12 C 径1・3m 、深さ0．3m 岡安窯系青磁碗、白磁片、中国陶器．甕、土師器坏 （ヘ

ラ切 り）7 ・8 後半 東側撹乱に切られる。
覆土 1 ：灰褐色土　 下部に炭化物の薄い層　 炭化物含む

2 ：灰褐色土 1 層 より明るい　 炭化物 ・焼土 ．黄褐
色砂含む

SK 43 0 円形 ？土 H －1 ．2 12 C 径1・5m 以上 岡安窯系青磁碗、白磁碗、 ．皿、中国陶器C 群捏鉢ほ
か各種、須恵器甕、土師器坏 （ヘラ切 り）坑 後半 北側 ・西側発掘区外に伸びる。

SK 43 1 不定形土
坑

F－6 ．7 長軸2 ．0m 、短軸1．7m 、深さ0・5m
SK 4 24に切 られる。SK43 5を切る
覆土 1 ：灰褐色砂質土　 炭化物含む
2 ：灰褐色砂
3 ：灰褐色砂質土 1層 より暗い　 炭化物含む
4 ：灰色砂　 灰褐色土含む

白磁碗 Ⅱ・Ⅳ類、中国陶器、瓦器椀、須恵器甕 ．坏蓋、
土師器高台付坏、坏、皿、土錘、鉄澤、鞴の羽言

SE4 3 2 円形井戸 F ～ H －4

－6

12 C
前半
掘方　 径2．6m 、深さ1．1m 以上　 鹿部 に径0．7m の円形の木
質が残存
SK4 25に切 られる。SK42 5、SK 42 7、SK 437、SK 441、SK 4 42
を切る

白磁碗 Ⅱ．Ⅲ ．Ⅳ ．Ⅴ ・Ⅵ類 ．平底血Ⅲ類 ・水注、中
国陶器A 群盤ほか各種、須恵器甕 ．坏 ．鉢、瓦器椀、
土師器高台付椀 ．高台付坏 ・丸底坏 ・坏 （ヘラ切 り・
糸切 り） ．血 （糸切 り）、滑石製円盤、ガラス玉、獣
骨
丸底坏 16・4－－－2・9　ヘラ切 り板状圧痕あり

SK4 3 3 円形 ？土
塊

H－6 径0．8m 以上、深 さ0．4m 以上
北側発掘区外へ伸びる。SK4 34、SK 444 を切 る
覆土 ：暗灰褐色粘質土

白磁碗、中国陶器、土師器坏

SK4 3 4 円形 ？土 H－6 12 C 径0．8m 、深 さ0・4m 龍泉窯系青磁碗、白磁碗Ⅳ ．Ⅵ類 ．皿　 中国陶器　 土
坑 後半 北側発掘区外 に伸びる。SK4 33に切 られる

覆土 ：暗褐色土　 炭化物含む
鍋、土師器高台付坏 ・坏 ・皿 （六ラ切も）　 、

皿　 9．8－7．2－1．3　へラ切 り板状圧痕あり

SK4 3 5 楕円形土 F－5 ．6 12 C 長軸1．4m 、短軸1・2m 、深さ0・4m 白磁碗Ⅳ ．Ⅴ ・Ⅵ類、中国陶器、須恵器甕、瓦、瓦器
椀、土師器坏 （糸切 り） ．皿 （糸切り）坑 前半 SK43 1を切る。SK43 7に切 られる

覆土 1 ：黒褐色粘質土　 炭化物多 く、焼土含む

2 ：灰褐色土　 炭化物 ．焼土 ．灰褐色粘土含む
3 ：灰褐色土　 炭化物 ．黄褐色砂含む
4 ：黄褐色砂
5 ：灰褐色土　 炭化物含む
6 ：暗黄褐色砂

SK4 3 6 円形 ？土
坑

F －8 径1・0m 以上、深さ0・5m
東側発掘区外に伸びる。
覆土 ：暗灰褐色土

白磁碗 Ⅱ類 ．中国陶器

SK4 3 7 円形 ？土 F ．G－ ll C 径1．1m 以上、深さ1．1m ． 白磁碗Ⅳ類 ．平底皿 Ⅱ類、須恵器片、土鍋、土師器丸
底坏 ・坏 （ヘラ切 り）
丸底坏 14．6－－－3・0　ヘラ切 り板状圧痕あ り
丸底坏 15・7－－－3．8　へラ切 り板状圧痕あ り

坑 5 ．6 後半 SE 4 32に切られる。SK4 35を切 る
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S K 438 ・円形土坑 F－4 ．5 12 C 径1・2m 、深さ0．4m 白磁碗 Ⅱ．Ⅳ ．V ．Ⅷ類 ．皿、中国陶器、須恵器甕、
前半 覆土 1 ：黒褐色土　 焼土 ．炭化物含む

2 ：暗灰褐色土　 炭化物含む
3 ：暗黄褐色砂
4 ：暗灰褐色土　 炭化物含む
5 ：暗黄褐色砂
6 ：．暗灰褐色土　 炭化物含む

瓦器椀、土師器坏 （糸切 り） ．皿 （糸切 り）、獣骨

SK439 楕円形 ？ H－4 ．5 長軸1・4m 、短軸0・4m 以上、深さ0．9m 白磁碗 0 －1 類、中国陶器、瓦、土師器坏 （糸切 り）．
土坑 北側発掘区外へ伸 びる 皿 （糸切 り）、銭、獣骨

覆土 ：暗灰褐色土 皿　 9．2－6．0－1．7　糸切 り板状圧痕なし

SK440 楕円形 ？ H－3 12 C 長軸0・8m 以上、短軸0・8m 以上m 、深さ0．5m 龍泉窯系青磁碗 1 －5 類 ．皿、白磁碗Ⅱ類 ・皿、中国
土坑 後半 北側発掘区外へ伸びる 陶器、土師器皿 （糸切り）

SK44 1 円形 ？土 H－6 12 C 径1・3m 前後、深さ0．6m 白磁碗．Ⅳ ．Ⅶ類 ・水注、中国陶器甕、土師器坏 ・皿
坑 前半 SK329、SK 425、SK 4 27に切 られる

SK44 2 円形 ？土
坑

．G－6 径1．5m 以上、深さ0．7m

S K 329、SK 425、SK 4 27、SE 432に切られる

白磁皿、中国陶器

SK44 3 楕 円形 ？ G ・H －7 15 C 径1．1m 以上、深さ0．6m 岡安窯系青磁碗、．白磁Ⅸ類、備前措鉢、須恵器甕、瓦、
土坑 SK32 9、SK 423に切 られる

覆土 ：暗褐色土　 焼土 ．炭化物含む
土師器片

SK444 円形 ？土 H－6 ．7 12 C 径1．2m 、深さ0．8m 白磁碗 Ⅱ・Ⅳ類 ・皿、中国陶器A 群盤ほか各種、須恵
坑 前半 北側発・掘区外へ伸びる。SK32 9、SK 433、SK 4 4 1に切られる 器甕、瓦器椀、土師器高台付坏 ．坏 （ヘラ切 り） ．皿

（ヘラ切 り）
皿　 9・4－7．2－1．1 へラ切り板状圧痕不明

Ph．31SK406（東から）

Ph．33　SE428（南から）

－32－

Ph．32　SK425（北から）

Ph・34　SE432（北から）
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Fig．20　第4面遺構実測図1（1／60）
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Fig．21第4面遺構実測図2（1／60）
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Fig．22　第4面遺構実測図3（1／60）

112・113はSK415の出土遺物である。112は備前の注口付小壷である。胴部にヘラ記号がある。

口径4．7cm、底径5．3cm、器高6・5cm。15世紀代の製品か。113は朝鮮陶器の棒形壷である。SK414で

も出土しているが、SK415からの混入か。外面はツヤのある黒色を呈し、胴部中央に沈線を施す。

格子目タタキの痕跡がみられる。口縁部を欠損するが、欠損部分を頸部部分で丁寧に割り直している

ようである。

114～118はSK425の出土遺物である。114は龍泉窯系青磁碗Ⅰ－3類である。高台径5・4cm。115

は龍泉窯系青磁皿Ⅰ－1類である。口径10・2cm、底径3・8cm、器高2．6cm。116は白磁碗Ⅳ一2類である。

口径15．1cm、高台径6・6cm、器高6・6cm。117は白磁の水注もしくは四耳壷の口縁部である。端部は外

側に折り曲げている。口径10．5cm、頸部径9．0cm。118は中国陶器の皿である。釉は光沢のある暗茶褐

色で、一部黄色味がかったオリーブ色に発色する。体部下半露胎である。鹿部は粗いヘラ切り。口径

9・4cm、底径3．0cm、器高3・1cm。

119・120はSK439の出土遺物である。119は土師器の皿である。120は白磁碗0－1類である。内

面4ヶ所に白堆線、その上部口縁部に刻みを入れる。口径12．4cm。

1日

Ph．35　第4面遺構出土遺物（112：約1／4・他：約1／6）
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三千

皿　8．8－6．1－2・0糸板あり

10cm
．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．－　　　一一一．　　　　　　　　　　　　・一一．　　　．　　　一一一．　　　　　　　　　－．－　　　　－．　　　　　　．　　　　　　　　一一一．　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Fig・23　第4面遺構出土遺物実測図（1／3）
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6・包含屑の遺物

各調査面の間から出土した遺物は大量にあるがその中で、いくつか紹介する。

121～124は土師器の皿である。博多遺跡群や周辺の遺跡で一般に見られるものと系統が異なる。ロ

クロナデの単位を明瞭に残す。鹿部は糸切りである。125～129も系統が異なる土師器の坏である。器

壁は薄く、ロクロナデの痕跡を明瞭に残す。体部が直線的に開くもの（125・126）とやや内湾気味に

立ち上がるもの（127－129）がある。鹿部は糸切りである。在地の土師器坏と比べると、口径に対し、

底径が小さい。いずれも胎土は精良で焼成も良好であるo特に129は外面が橙色を呈し、非常に堅く

焼けている。大内系の搬入品と思われる。その他のものも大内系土器の何らかの影響を受けたものと

思われる。121～129の土師器は127を除いて、2両下のE－6より出土している。同一遺構に廃棄さ

れていたものと考えられる。

130は耀州窯系青磁の印花宝相華唐草文碗である。体部のみの破片で、傾きは正確にはわからない。

外面は片切彫で線条を入れる。胎土は灰色で堅微である。釉は光沢を持つ淡緑色。断面の胎土と釉の

境目が薄く白くなっている。3両下のE－3出土。このほか耀州窯系青磁はSK106より磨滅した破

片が出土している。

131は白磁多角坏である。完形ではないが、復元すると体部は八角形で、高台には4ヶ所決り込み

を入れる。内面に目跡があり、復元すると4ヶ所になる。胎土は白色。釉は光沢はあるが、不透明で、

黄色味がかった白色を呈する。高台脇より露胎°復元高台径4・1cm、器高2．8cm。3両下のG－5より

出土。15世紀頃の遺物である。

皿　6．8－4・8－1．6糸板なし

等2
皿　7．2－4．6－1．4糸板なし

皿　7．2－5．5－1．4糸板なし

皿　7～2－4・7－1・8糸板なし

坏11―5－5．0－2．6糸板なし

坏11．5－5．5－2．5糸板なし

坏11．6－6・土2・6糸板なし

坏12．上6．1一2．7糸板なし

坏14．2－6－2－3．3糸板あり

Fig．24　包含層の出土遺物実測図（1／3）

130

Ph・36　包含層の遺物（約1／2）
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7．墨書陶磁器

今回の調査では墨書陶磁器が28点出土しており、

Tab．5に一覧を示す。1点は近世のものであるが、

残りは中世の貿易陶磁に書かれている。約半数が判

読不能であるが、その中には花押も含まれていると

思われる。2両下、3両下の包含層出土が中心で、

平面位置で見ると、北東部分に集中していることが

1

2

3

4

5

6

わかる。これには何らかの意味があると思われる。　7

「綱」関連が4点、「王」関連、「十」関連が3点　8

ずつ出土しているのが注目される。

A B C D E F G H

「
口［］

○△
▲
○△

×△
［］□
□□書－

○○
△
［］■■
□□▲▲
△
▲

▲3面遺構
■4面遺構
×1面清掃
02面下上部
△2面下下部
□3面下

F軌24　墨書土器出土グリッド（1／150）

Ph．37　墨書陶磁器1（約1／2）
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Tab．5　墨書陶磁器一覧

Ph．38　墨書陶磁器2（約1／2）

N o ． 出土 遺構 銘 文 器 種 ・ 墨・書部位

13 1 S E 3 0 7 □ 同安窯 系青 磁皿 外 鹿部

99 S K 3 2 9 謝六 白磁碗 Ⅶ－ 1 ／ 外 鹿部

132 S K 3 2 9 田 白磁高 台付 皿 Ⅱ 外 鹿部

13 3 S P 3 0 3 1 周 （カ）□ ／ （花押 ） 白磁碗 ．外 鹿部

134 S K 4 3 5 六綱 （カ） 白磁碗 Ⅴ－ 1 外 鹿部

113 5 S K 4 ・3 5 ＋ S K 4 3 7 得丸 白疇平 底皿 Ⅵ 外 鹿部

13 6 1 両清掃 ．撹乱 □／ □ 国産 陶器壷 外 鹿部

13 7 1 面清掃 E － 5 王 白磁 平底 皿 Ⅱ 外 鹿 部

13 8 1 両確 認 □ 龍 泉 窯系青 磁碗 外 鹿 部 ．

13 9 2 面下 上部 D － 4 大 桶 白磁 高台付 皿 ・ 外 鹿 部

14 0・ 2 面下 上部 D － 6 王 （花押 ） 白磁 瓶 ？壷 ？ 外 鹿 部

14 1 2 両下 上部 D － 6 □［］ 白磁碗 Ⅳ 一 ．2．／？ 外 鹿 部

14 2 2 面下 上部 E － 4 十 ・ 岡安 窯系 青磁碗 外鹿 部

14 3 2 面下 下部 C l 7 ［コ 白磁 平底 皿 Ⅱ． 外鹿 部

14 4 2 両 下下部 D － 4 綱 司 白磁 碗 Ⅳ 一 1 ． 外鹿 部

14 5 2 面下 下部 D － 6 □ 白磁 平底 血 Ⅵ －．1 外鹿 部

14 6 2 面 下下部 E － 4 ［］［コ 白磁 水注 頸部

14 7 2 面 下下部 E ー 5 上 白磁 高 台付皿 Ⅱ 外鹿 部

14 8 3 面 下 E － 3 ［コ 白磁 高 台付皿 Ⅱ 外鹿 部

14 9 3 両 下 E － 5 ［コ 龍 泉窯系 青磁 皿 Ⅰ一 1 外鹿 部

150 3 面 下 E － 5 十 （カ） 白磁 碗 Ⅵ － 1 外鹿 部

151 3 両 下 E － 6 ［コ 白磁 碗 ⅳ 一 2 高 台脇

152 3 面 下 F ．一 5 ． 綱 司 ．白磁 碗 外鹿 部

153 3 両 下 F － ニ5 王 □ 白磁 碗 Ⅳ 一 1 外鹿 部

154 3 両 下 F － 6 ． 八 綱 白磁 高 台付 皿 Ⅱ 外鹿 部

155 3 面 下 F ー 6 ［コ 白磁 碗 Ⅵ － 3 外 鹿部

156 3．面 下 G － 3 ． ［コロ 白磁 碗 Ⅵ 外 鹿部

157 撹乱 十 岡安窯 系青 磁皿 Ⅱ－ 1 外 鹿部
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8・製鉄関連遺物

2面から3両に下げる途中で、鉄澤が集中して出土する部分が4ヶ所ほど認められた。周辺には天

正15年操業で、戦前まで続いた磯野家、深見家などの鋳物工場が存在し、56次、77次調査ではこれに

関連すると思われる鉄澤、鞴の羽口、炉壁などが出土している。今回も同一のものと考えていたが、

共伴する土器が古く、15世紀代の遺構と考えられた。

出土した製鉄関連の遺物をTab・6に示す。鉄澤は遺構から328・5kg、包含層から141．2kgで合計

469・7k9出土した。鞴の羽口は破片数で遺構から70点、包含層から50点の合計120点出土した。羽口片

のうち、筒状に残存しているものは20点ある。SX303は円柱状の鉄澤の固まりであり、炉の鹿部であっ

たかもしれない。あまりに重く、持ち帰っていないので、表中の鉄滓重量はほんの一部である。

製鉄関連の遺物は3面の遺構と2両下、3面下の包含層でおもに出土している。

鉄澤の出土平面分布をFig．27に示す。上には鉄澤が2kg以上出土した遺構を示し、下には包含層出

土の鉄澤の重量をグリッドごとに示した。鉄澤の出土が南部に集中していることがわかる。

鉄澤の付着物より、炉に砂粒混じりの粘土を貼っていることがわかる。また、初期から最終段階ま
′

での鍛冶澤が認められる。

椀形澤の形状より炉底の径を復元するとまちまちであり、複数の炉の存在が推定される。

鞴の羽口については、断面より胎土を二重巻きにして作成していることがわかる。また、胎土は粗

殻を多く含むもの、砂粒を多く含むもの、砂と粘土が混じるもの等がある。

158・159は鞴の羽口である。炉内部側は高温のためガラス化している。また、内壁沿いには鉄澤の

付着がある。また、その外側は変色している。158は内径1・8～2・2cm、外径8・8～9・4cm、159は内径2．2

－2・5cm、外径8・4cmである。

博多は島津焼き討ち、太閤町割の前後で、町割りが異なるが、この周辺はこの前後とも製鉄関連の

地区であったことが判明した。

0　　　　　　　　　10cm
1－　－⊥・．1　　　　　1

Fig．26　製鉄関連遺物実測図（1／4）
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A B C D E F G H

Tab．6　製鉄関連遺物

埋構 名 ．出 土 グ リッ鉄 澤重 量羽 口点委炉 壁 点

ド （kg） 注 数

SK lol 0 ．2

SK lO3 0 ．3

SK lO6 0 ．8

SK 107 1 ・1 4

SK 108 0 ．1 2

SX 111 0 ．9

SK l14 0 ．1

SK 2 01 4

SK 2 02 0 ．1

SK 2 04 0 ．2

SK 20 5 2 ．4 3
Sk20 6 0 ．7 1

SK 20 9 1 ．0

S K 2 10 0 ．3

S K 2 11 0 ．2

S P 2002 4 ．0

S E 301 1 ．6 1

S X 30 2 66 ．0 16 （5）

S X 303 0 ．9

S K 304 148 ．6 15 （4 ）

S X 30 5 22 ・9

S E 307 0．6

S K 308 0・6

S K 309 6．2

S K 310 0．7 2

S K 311 2．4

S K 313 2 4 ．2 10 （3）

S K 314 2 1 ・1 7 （1）

SK 315 1．0

SK 317 0 ．6

SE 3 18 0 ．5 1

SK 320 0 ．5

SK 329 0 ．3

SP 30 56 1 ．1

SP 306 6 1 ．0

SK 4 02 0 ・1

SK 4 16 0 ・1 1 （1）

SK 4 19 0 ．8

SK 4 31 0 ．1 3

SK 4 39 14 ．2

1 両清 掃 1 ．9 4
1 両 下　　 B －2 1 ．0 5

B l4 1．2

B －5 0 ・3 8

B －6 1．5 3

C －4 10 ．6 2

C －5 0 ．6 1

C －6 0 ・5 1

C －7 1 ．9

D －3 0 ・9

D －7 1 ．8

E －4 0 ．9 1

E －5 3 ・0 1 （1）

E －6 1 ．0

E －7 1 ．5
2 両清 掃 0 ．7 1
2 両下　　 B －3 1 ．5

B －5 6 ・6 1

B －6 1 ．0

B －7 1 ・1

C －5 7 ．7 2

C －6 2 （1）

C －7 1 ．7 1

D －5 1 ・6

E －5 1 ．8 3

E －6 15 ．0 8
2 面下 下 部 B －4 0 ・6 4

B －5 8 ．0 4 （1）

C －4 3 ．0 3

C －5 17 ．－0 2 （2）．

C －6 8 ．8 1

C －7 1 ．3 2

D ー5 4 ・0 1 （1）

D ー7 0 ．7 1
3 面清掃　 B ー4 3 ・7

B 一5 0 ．5

C 一4 9 ．4

C －5 1

3 両 下　　 G －3 0 ．3
撹乱 1 ．9
そ の他 14 ．7 2

注：羽口点数のかっこ内は左の点

数中筒状に残存するものの点数

A B C D E F G H

．諺

薄

＃1，

3－．／寮．井牡

飴

．ハ・．ニ

宜・

／童．．H2、圭ン・阜

蓋審※・喜
蓮塁玉
葉址こ．：鼓
戦域．

0．1～1・9kg図2．0～9．9k9園10．0～19・9也凪20．Ok9～
Fig・27　鉄滓出土遺構位置図（1／150）
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9・銭

今回の調査では32枚の銭が出土した。このうち銭名が判読できたものは24枚である。すべて1枚ず

っの単独出土であり、埋縮状態や纏銭での出土はない。判読できたもののうち、渡来銭は、北宋銭が

17枚で多数を占める。そのほか、唐の開元通賓、南唐の唐園通賓、明の洪武通賓、永楽通賓がある。

また、前漠の四錬半両や後漠の五鉄が出土している。初鋳年は日本では弥生時代にあたり、弥生時代

の遺構から出土することもあるが、今回は出土状況から中世の渡来銭と同時にもたらされたものと思

われる。

165は欠損しており、判読できないが、字体から大観通賓かと思われる。大観通賓は北宋銭で、初

鋳年は1107年である。

Tab．7　出土銭一覧

N o． 遺構名 銭貨名 書体 国名 初鋳年
外縁外径 外縁内径

銭厚 備考
縦 横 縦 横

S K l O　2 遺存悪

S K l O 2 遺存悪

160 S K l O 3 憮寧元賓 真書 北宋 1068 24．2 24．1 20．1 計測不能 1．2～1・4

161 S K l O 7 寛永通賓 日本 1636 24．4 24・4 20．0 20・0 1．0～1．1

162 S K l 1 2 天聖元賓 真書 北宋 1023 24．9 25・2 20・3 20．3 1．0～1．1

163 S E 1 1 4 □□□賓 欠損

164 S K 2 0 5 憮寧元賓 家書 北宋 1068 23．3 23・3 計測不能 計測不能 0．9～1．1

165 S K 3 0 6 大口□賓 欠損

166 S E 3 0 7 祥符元賓 北宋 1009 25・3 25・8 19．2 18．8 1．2～1．3

167 S E 3 0 7 至和通賓 蒙書 北宋 1054 24・5 24．4 計測不能 18．7 0・8～1．1

168 S P 3 0 1 0 五錬 後湊 24 24・8 24．8 22．4 22．4 0・6～0．8

169 S P 3 0 2 3 成平元賓 北宋 998 25・0 24．．8 18・7 18．9 1．0～1．3

170 S K 4 3 9 至和元賓 真書 北宋 10 54 24．4 24．5 19．1 19．0 1．2～1・4

171 1 両清掃 元符通賓 蒙書 北宋 1098 24．1 23．9 計測不能 計測不能 湾曲

172 1 面清掃 元祐通賓 北宋 1086 24・3 24．2 20・6 20．4 0．9～1．1

173 1 両清掃 雁首銭 15．3 14・3 － －

C ー 2 1 両下 欠損

174 E －4 1両下 四錬半面 前湊 B ．C ・175 23．0 23．0 － － 0．7～0・8

175 E － 6 1両下 天繕通賓 北宋 1017 26．0 25．7 計測不能 20．2 1．0～1．3 接合

176 2 面清掃 永楽通賓 明 1408 25．1 2 5．1 21．3 21・3 1．1～1．3 接合

177 C － 6 2面下上部 皇宋通賓 蒙書 北宋 1038 25．1 25・4 20．1 19．0 1・2～1．3

178 D － 2 2両下上部 景祐元賓 真書 北宋 1034
欠損

179 D － 5 2 両下上部 皇宋通賓 真書 北宋 1038 24 ・8 24 ．6 20．2 20．2 0．9～1．1

180 E － 4 2 面下下部 開元通賓 唐 62 1 欠損

E － 4 2 両下下部 欠損

181 B － 4 3 面清掃 景祐元賓 真書 北宋 1034 25・4 25・6 21．1 21・1 1．3～1．6

182 E － 7 3 両清掃 太平通賓 北宋 976 25・2 25．0 19．5 20．0 1・1～1・5

E － 6 3 両下 24．4 22・8 計測不能 計測不能 計測不能 錆厚い

183 撹乱 唐囲通賓 真書 南唐 959 25・3 25．3 20．1 20・1 1・1～1．2

184 摸．乱 至道元賓 真書 北宋 995 24・8 24．9 18．1 ． 18．1 1．2～1．4

185 西壁清掃 憮寧元賓 蒙書 北宋 1068 24．3 23．9 計測不能 20．7 0・7～1．0

186 出土地不明 洪武通賓 明 1368 22・3 22．5 18 ．7 18．6 1．1～1・3

向きが不明のものは最大値と最小値を記した
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Fig・29　出土銭拓影（1／1）

168

Ph－39　出土銭（約1／1）
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Ⅲ　ま　と　め

今回の調査地点で得られた成果を簡単にまとめておく

4両の調査面を設定して11世紀後半から近世までの遺構を検出し、貿易陶磁や渡来銭、在地の土師

器などが出土した。

検出された一番古い遺構は11世紀後半ごろのものである。12世紀前半より遺構が増加しはじめ、12

世紀後半には最盛期を迎える。この時期の龍泉窯系青磁碗Ⅰ類、岡安窯系青磁碗が多く出土している。

13・14世紀の遺構は多くなく、この時期を代表する鎬蓮弁の龍泉窯系青磁碗Ⅱ類やロハゲの白磁など

ほとんど目立たない。15・16世紀は遺構が再び増加し、明代の染付や龍泉窯系青磁、李朝の粉青沙器

などが目立つ。注目されるのは15世紀代の製鉄関連の遺構である。鉄澤、鞴の羽口が多量に出土して

おり、鍛冶炉や廃滓坑かと思われる遺構がある。近世の遺構も検出され、肥前系の陶磁器が出土して

いる。

14次調査の白磁の集積遺構や56次調査の白磁の一括廃棄から、近隣に港の存在が予想されているが、

今回は港の痕跡、または、港の存在を推定させるものは確認できなかった。

特記すべき遺物としては耀州窯系青磁碗、朝鮮陶器棒形壷、四錬半面、五鉄などがある。いずれも

博多の国際性を示すものである。

次に近隣の調査と併せて検討したい。

まず、自然地形について見ると、110次調査地点周辺は息の浜と博多浜が接合するくびれ部分の西

側にあり、海が大きく湾入していた部分にあたる。今回の調査では最下層の基盤は黄褐色の砂層であっ

た。標高は2．3m～2．9mで、緩やかに北西に傾斜している。西隣の14次調査地点では海抜0m付近で

地山砂層が北と西に向かって緩やかに傾斜していた。両調査地点の10～20mの間で砂層は2m以上も

急激に北西方向へ傾斜していることになる。

次に遺構の広がりに関しては、南東隣の77次調査では8世紀からの竪穴住居、土坑が検出されてい

る。そして11世紀後半より急激に遺構・遺物が充実し始める。10m程しか離れていないが、110次調

査地点で遺構が見られるのは11世紀後半からなので、両調査地点の間で、8世紀から11世紀までの間

生活域が拡大せず、11世紀後半から拡大し始めるということになる。そして12世紀には14次調査地点、

14世紀には87次調査地点まで遺構が拡大している。

砂丘の急激な落ち込みと、8～11世紀までの生活域拡大の停止より、この近辺が長い間波打ち際で

あったことが推測でき、14．56次調査の大量の白磁が、港での選別、廃棄であったことがより一層明

らかとなったと言えよう。港は大型船が接岸できるような施設ではないと考えられ、積み荷は小型船

に移して荷揚げされていたと思われるが実体は不明である。今後の港湾施設の検出に期待がかかる。

和歌に詠まれた「袖の湊」にあてはめられた博多の港の発見が楽しみである。
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